








本年度は，例年観察される特定の藻場・転石の周辺

における発見が少なかった。

b 稚魚の食性

調査期間を通して，全長2.8～6.1cm（重量0.3～3.6

g）のクロソイを計21尾，全長8.6～9.9cm（重量5.5

～13.5g）のアイナメを計11尾および全長10.4～17.4cm

（重量16.1～86.1g）のクジメを計2尾および全長2.5～10.2

cm（重量0.1～13.8g）のアサヒアナハゼを計2尾採集す

ることができた。また，計測された全長から，クロソ

イは当年5月～6月生まれの0歳群，アイナメおよびク

ジメは前年9月～11月生まれの0～1歳群と推定された。

6月～10月にかけて採集されたクロソイ稚魚の胃内容

物について，その組成を個体数および湿重量ベースで

整理し，それぞれ表1および表2に示した。優占的に検

出された餌生物は，両組成とも月による変動がみられ

た。

6月～12月にかけて採取された全個体について，％IRI

を求めたところ，クロソイでは，6月，7月および8月

のカイアシ類を含む顎脚綱類の％IRIが64～100％と非

常に高く，また，9月および10月ではヨコエビ等を含む

軟甲綱類が56～72％と重要な餌料であることが示され

た。アイナメでは全期間を通じて軟甲綱類が重要であ

ること，また，8月および9月には二枚貝（入出水管）

の重要度が高まっていることが分かった。

外見からの判別が出来なかった肉片についてDNA

分析による同定を試みた。しかし，分析試料には多種

の肉片が混在し，これを分離できなかったため，塩基

配列のピークを検出することができず，種の判定には

至らなかった。

イ 魚礁調査

（ア）餌料環境の現況評価

a 付着動物の種組成

当該魚礁ブロック表面では，調査期間を通して13

動物門170種の付着動物が採集された。採取された付着

動物を動物門別に整理すると，個体数組成は，7月およ

び12月が軟体動物（54.2～56.9％），環形動物（20.4～

20.9％）および原索動物（9.1～9.5％）の順に高い比率

を示した。9月は軟体動物（44.1％），環形動物（30.2

％）および腕足動物（6.9％）の順であった。また，湿

重量組成については，7月および9月が原索動物（51.3

～73.3％），軟体動物（23.6～47.0％）および腕足動物

（0.6～1.9％）の順に，12月が原索動物（68.6％），軟体

動物（23.1％）および棘皮動物（7.5％）の順に高い比

率となった。

付着動物の個体密度と現存量の季節変化を図9に示し

た。個体密度および現存量とも時期の経過とともに減

少傾向がみられ，密度は7月の2,203.2/m2から12月の

776.0/m2へ，現存量は7月の15.8kg/m2から12月の2.3

kg/m2と変化した。

b 底生動物の種組成

当該魚礁周辺の砂泥底には，6動物門18種の底生動物

図8 藻場面積当たりに換算したクロソイおよ
びアイナメ稚魚の密度変化

表1 クロソイ稚魚の胃内容物組成（個体数ベー
ス％：上位15種）

表2 クロソイ稚魚の胃内容物組成（湿重量ベー
ス％：上位15種）
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が生息していた。採取された底生動物を動物門別に整

理すると，個体数組成は，7月は節足動物（50.3％），環

形動物（30.0％）および軟体動物（15.0％）の順に高い

比率だった。9月は環形動物が最も高く（60.0％），次い

で紐型および線形動物が同じ比率を示し（20.0％），12

月は環形動物のみ（100.0％）が出現した。また，湿重

量組成についても，優占する動物門に季節変化がみら

れた。すなわち，7月は棘皮動物が卓越し（52.1％），環

形動物（35.2％）および軟体動物（6.8％），9月は環形

動物（92.1％）および紐型動物（7.9％）であった。12

月は環形動物が卓越（100.0％）した。

底生動物の個体密度と現存量の季節変化を図10に示

した。個体密度および現存量ともに時期の経過ととも

に減少傾向がみられた。個体密度は7月の1,333.3/m2

から12月の200.0/m2へと変化した。現存量は7月の14.6

g/m2から12月の2.1g/m2へと変化した。これらの変化

は，調査期間全般で採取される生物数が少なく，9月は

5点中1点の，12月は5点中3点のサンプルから生物がまっ

たく出現しなかったことによると推察される。

c 動物プランクトンの種組成

当該魚礁周辺には，9動物門59種の動物プランクトン

が生息していた。採取された動物プランクトンを動物

門別に整理すると，個体数組成は，各季節とも節足動

物が第1優占種として卓越したが（65.8～96.0％），第2

および第3優占種は季節により変化がみられた。すなわ

ち，第2および第3優占種は，7月はそれぞれ脊索動物

（9.0％）および肉質鞭毛虫（2.1％），9月および12月は

それぞれ軟体動物（3.0～21.0％）および肉質鞭毛虫（1.4

～11.6％）の順となった。

動物プランクトンの個体密度と現存量の季節変化を

図11に示した。個体密度および現存量は同じような増

減傾向を示し，7月はそれぞれ最も高く2,944.1m3およ

び0.41mL/m3，9月はそれぞれ最も低く932.7／m3および

0.16mL/m3，12月はそれぞれ1,429.1／m3および0.21mL／

m3であった。

（イ）魚類蝟集量の現況評価と食性解析

a 魚類の蝟集量

ビデオ映像により，当該魚礁周辺には，クロソイが

7月および9月に，シマソイおよびアイナメが全期間を

通して蝟集が認められた。このうち，クロソイおよび

シマソイは7月に最も多く出現した。また，アイナメは

12月に最も多く出現した。7月にはヤナギノマイが2

尾，12月にはクロガシラガレイの生息が1尾みられた。

ビデオ画像の結果に基づいて魚類の蝟集量を生息密

度として推定したのが図12である。クロソイ，シマソ

イおよびアイナメの生息密度は，それぞれ0.6～1.9尾，

1.3～10.2尾および0.6～2.5尾／100m3と算出された。

b 成魚の食性

調査期間を通して，全長28～44cm（重量334～1,181

g）のクロソイを計12尾，全長17～37cm（重量66～880

g）のキツネメバルを計5尾，全長27～38cm（重量265

～957g）のその他ソイ類を計3尾およびヒラメ・ツマグ

ロカジカ等その他魚類を計8尾採集することができた。

7月に釣獲したソイ類は釣り上げの最中に胃が反転する

個体が多く，ほとんどが空胃状態となってしまった。

そのため9月および12月の釣獲時には出来るだけ巻き

図9 付着動物の個体密度と現存量の季節変化

図10 底生動物の個体密度と現存量の季節変化

図11 動物プランクトンの個体密度と現存量の
季節変化
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上げ速度を遅くし，胃の反転を防ぐよう努めた。しか

し，やはり胃の反転する個体が多かったため，胃部お

よび腸部を合わせた消化管内容物として分析を行った。

各月において胃内容物が確認された魚類各種を対象に，

その個体数および湿重量を整理し，表3に示した。7

月はソイ類からイカナゴが出現した。魚礁周辺での餌

料となる小型魚類については考慮していなかったため，

イカナゴが魚礁に対しどのような分布形態をとってい

たかは不明である。アイナメからは様々な餌料が出現

していた。軟甲類，多毛類の餌料重要度が比較的高く，

また，魚礁の表面に大量に付着するホヤ類を摂餌して

いたのが特徴的で，％IRIも9％を占めていた。

9月のソイ類からはモエビ科の小型甲殻類が多く出現

したが，％IRIで最も多くを占めていたのは判別できな

かった消化物であった。また，12月は十脚目の破片な

ど軟甲類が多かったが，やはり同定不明な消化物が最

も多かった。これらの多くは腸管の内容物であり，消

化の進行に伴い外見からの判別が難しくなっていた。

そこでこれら不明消化物についてDNA分析による種の

同定を試みた。7月および9月のサンプルでは藻場と同

様，種の判別は出来なかったが，12月のキツネメバル

1尾の不明消化物が85％の確率でカタクチイワシと，ツ

マグロカジカではそれぞれ，84％の確率でエビの一種

Caridae sp.，88％のおよび95％の確率でカタクチイワ

シと判別できた。

以上の結果から，ソイ類は，季節により餌メニュー

を変えながら，魚礁表面に生息する軟甲類や小型の魚

類を主食しているものと推察された。

ウ クロソイ餌料転換効率調査

試験は15個体で開始したが，7月の定期測定の際，6

個体が麻酔から覚醒せずに死亡した。7月以降は残った

クロソイ9個体を3水槽に3個体ずつ収容して試験を継

続し，試験終了まで死亡する個体はなかった。試験期

間中のクロソイの平均全長と平均重量の推移を図13

に示した。クロソイは試験開始時から成長したが，1

月以降は成長が停滞した。試験期間中の餌料転換効率

（増重量／摂餌量×100）を図14に示した。餌料転換効率

は6～9月および1～3月は10％後半，9～1月は20％以

上あり，試験期間を通しては平均23％であった。

図12 魚礁に蝟集する魚類の生息密度

表3 魚礁蝟集魚類の胃内容物組成（湿重量単
位：g） 図13 クロソイの平均全長と平均重量の推移

バーは標準偏差

図14 クロソイの試験期間別餌料転換効率
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表1 平成25年度に持ち込まれた魚病の診断結果

表2 平成25年度に行ったエゾアワビのキセノ
ハリオチス検査

（1）目的
道内の海産魚介類に発生する疾病について診断を含

む防疫対策を指導し，被害の軽減をはかるとともに，

親魚や種苗の検査を行い，疾病の発生と蔓延を予防す

る。さらに，魚病の発生状況調査や診断法および治療

法の情報蓄積・収集等を行うことにより魚病診断を含

む防疫対策技術の向上をはかる。

（2）経過の概要
道内で海産魚介類の種苗生産・中間育成を行ってい

る北海道栽培漁業振興公社の事業所等を巡回し，魚病

発生の聞き取り調査，魚病相談を行うとともに，魚病

対策，水産用医薬品使用の指導を実施した。また，依

頼のあった魚病を診断し，対策を指導した。

持ち込まれた病気には種苗生産中にマツカワがスクー

チカ症で死亡した事例があり，薬事法に抵触しない食

品である食酢，カテキンによる駆虫効果を検討した。

アワビ類の重要疾病であるキセノハリオチス症が平

成23年に国内で初めて確認されたことを受けて，道内

で生産されたエゾアワビ種苗について出荷前にキセノ

ハリオチスの感染の有無を検査することになり，道内

で種苗生産・中間育成された稚貝5ロットと，天然アワ

ビ30個体について検査を行った。

ヒラメに寄生するクドア・セプテンプンクタータが

食中毒を引き起こす原因であることが明らかになって

きたことを受け，公社羽幌，瀬棚事業所で生産され，

中間育成された種苗について，クドアの感染の有無を

調べた。

また培養細胞樹立を目指し，前年度に引き続きクロ

ソイ由来細胞を継代した。

以下，項目ごとに方法と結果を記述した。

（3）方法と結果
ア 魚病診断

診断依頼のあった病魚を診断し，治療対処法および

予防法について指導を行った。今年度の診断依頼は10

件だった。診断結果は，表1の通りである。

イ エゾアワビのキセノハリオチス症感染検査

栽培公社熊石事業所産エゾアワビ種苗を「アワビ稚

貝のキセノハリオチス症原因菌のPCRによる検出法

（第2版，平成23年4月5日）独立行政法人 水産総合研

究センター 養殖研究所 魚病診断・研修センター」

により検査した。結果は表2の通りで，キセノハリオチ

ス症原因菌は検出されなかった。

ウ ヒラメのクドア・セプテンプンクタータ感染検査

栽培公社羽幌及び瀬棚事業所で中間育成中のヒラメ

種病について，水産庁のマニュアルにより検査した。

結果は表3の通りで，クドア・セプテンプンクタータは

１５．魚類防疫対策調査研究業務（道受託研究費）
１５．１．海産魚介類の魚病診断及び防除対策事業

担当者 資源増殖部 資源増殖ブループ 三浦宏紀 伊藤慎悟
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表3 平成25年度に行ったヒラメクドアの検査
結果

検出されなかった。

なお，羽幌事業所のヒラメ種苗については，放流直

前に事故で全滅したため検査を行わなかった。

エ 株化細胞の継代

前年度に引き続き，クロソイ仔魚由来細胞を33代目

まで継代した。
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（1）目的
我が国のエゾアワビ漁獲量は減少し，現在は1,000

トン以下で推移している。北海道では日本海沿岸から

噴火湾周辺で漁獲されているが，奥尻など日本海沿岸

から天然稚貝の移殖が広範囲で行われた経緯があり，

特に噴火湾の資源は移殖貝と，その再生産によって造

成された資源であるとされている。近年では人工種苗

の放流による資源増殖が図られているが，放流個体の

再生産による資源添加については定量的な評価に至っ

ておらず，再生産によって資源の自律的回復を促進す

るための有効な放流手法の開発と効果の検証を行う必

要がある。また北海道日本海沿岸ではウニ類の食害を

主因とした磯焼けが進行しており，餌料環境の悪化が

エゾアワビ資源回復の阻害要因となっていると考えら

れている。食害種の除去による藻場の回復が各所で図

られているものの小規模な群落形成にとどまっており，

広域におよぶ藻場回復技術の開発が急務である。

本研究では，遺伝子マーカーを用いて放流種苗の再

生産効果を定量的に評価することで，再生産による資

源回復を果たすために必要となる放流規模等の放流計

画策定手法を検討する。また，磯焼けが顕著な日本海

沿岸における大規模な藻場回復を目指すための評価モ

デルを用いた適地選定手法の開発とその妥当性の検証，

および藻場回復がエゾアワビを含む磯根水産資源へ及

ぼす影響を評価することで，公共投資事業による大規

模藻場回復施策実施の可能性を検討する。

（2）経過の概要
ア 大型人工種苗放流による親集団造成効果の評価

閉鎖的な再生産関係が想定できる噴火湾豊浦町にお

いて，大型人工種苗を大量に放流することで親集団に

占める放流貝の割合を高め，周囲に加入する稚貝につ

いて，現在開発が進められている遺伝子マーカーを利

用して由来を判別すれば，人工種苗の再生産効果を定

量的に評価できると考えた。そこで，2013年7月8日に，

平均殻長64.1mm（SD6.7）の大型人工種苗9,200個体を

豊浦町礼文漁港に近くに設けた試験区に潜水で放流し

た。この種苗は殻長58～60mmと70～72mmにモード

を持つ大小2群からなっていた。放流時にこれらのうち

計240個体から遺伝解析用の筋肉小片を採取し，99.5

％エタノールで固定・保存した。放流した貝の成熟具

合は外観の生殖巣指数の値が2以上であった個体の割合

で見ると小型群で5％（検体80個体），大型群で6.25

％（検体160個体）であった。2013年9月9日に試験区

から殻長約60mm以上の個体を採捕し，生殖巣指数や

親貝資源に占める放流貝の割合の推算などを実施した。

イ コレクターによる当歳貝の定量採集効率

試験対象とした豊浦町礼文漁港周辺に加入する当歳

貝をコレクターならびに潜水により採集した。2013

年8月19日に，礼文漁港の両側に石詰めコレクターを

設置し，10月15日にコレクターの回収と併せて潜水に

よる採取を実施した。また11月22日に潜水により当歳

貝および1歳貝を採集した。両手法によって得られたサ

ンプルを分析し，コレクターによる当歳貝の採取効率

の検討を行った。

ウ 藻場回復の適地選定手法の開発とその実証

アワビ類の資源回復には，餌料環境と生息空間とし

て重要な藻場を回復する必要がある。北海道ではウニ

の過剰な摂食が磯焼けの要因の一つと考えられており，

磯焼けしている場所でウニを除去し，藻場を回復する

試みが行われている。しかし，ウニ除去で藻場が回復

できた場所もあれば，効果が見られなかった場所もあ

る。このことから，ウニ除去により藻場が回復しやす

い場所，そうでない場所があり，それらに影響を与え

る要因があると考えられる。これを明らかにするため，

過去にウニ除去により藻場が回復した3地点（Sts. a，

１６．アワビ類における再生産ボトルネックの解消と藻場ネットワークの再生
による資源回復・生態系修復技術の開発（公募型研究費）

担当者 資源増殖部 水産工学グループ 福田裕毅 干川 裕
資源増殖グループ �谷義幸 秋野秀樹

協力機関 独）水産総合研究センター中央水産研究所・水産工学研究所水工研・北海道区水産研究所

東北大学 東京海洋大学 （株）沿海調査エンジニアリング
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図1 底面波浪流速を比較した地点

図2 エゾアワビおよび海藻・動物の枠取り調
査ライン

b，c）と，そうでない3地点（Sts. d，e，f）について

比較を行った（図1）。比較した項目は，既往の研究に

おいて藻場の消長に対して影響が指摘されている底面

波浪流速とした。底面波浪流速は，数値解析ソフト

Delft−3Dを用いて推算した。解析には国土交通省全国

港湾海洋波浪情報網から入手した有義波の月平均値を

用い，解析対象期間はウニ除去を実施した年の11月か

ら翌年の3月までとした。

エ 造成藻場による水産資源回復効果に関する検討

磯焼け海域において大規模な餌料海藻群落の回復が

エゾアワビの再生産過程や，北海道日本海沿岸で重要

な磯根資源であるウニ類の生産（身入り改善）にどの

ように影響するかについて解明し，これらの調査を通

して，水産資源の回復効果を発揮する大規模藻場造成

手法の開発に取り組む。

（ア）海藻の生育状況とエゾアワビの分布密度

磯焼け海域とホソメコンブ群落周辺におけるエゾア

ワビの分布様式や成長・成熟，および稚貝の分布様式

や成長を定量的に評価するため，図2に示すように調査

海域に計8本（美国：B1～B4，古平：F1～F4）の調査

線 を 設 定 し，2013年8月13日 と14日 に 水 深 別

（0,1,2,4,6,8,10m）に海藻と動物を枠取り採集した。海藻

（草）類湿重量とエゾアワビ，ウニ類，大型ベントスの

生息密度を調べた。

（イ）ウニ類の分布密度と身入り改善に関する調査

磯焼け海域とホソメコンブ群落周辺におけるウニ類

の分布様式や身入りを定量的に評価するため，上記の

8月に実施した調査でウニ類の分布状況を把握するとと

もに，各調査線の水深1m，4m，8m付近から漁獲サイ

ズの殻径50mm以上のキタムラサキウニを20個体採集

し，生殖巣指数を求めた。

（ウ）藻場とエゾアワビの生産との関係

藻場の回復がエゾアワビに及ぼす影響を調べるため

の事前調査として，2013年10月8日にB4，F2および

F3において，採取したエゾアワビについて水深別（1m，

4m，8m）に10個体を抽出し，�全湿重量肥満度（全
重量／殻長3×10000），�筋肉乾燥重量肥満度（筋肉乾燥
重量／殻長3×10000），�筋肉含水率（（筋肉湿重量－乾
燥重量）／湿重量×100），�中腸腺指数（中腸腺体積／殻

長3×100），�生殖腺指数（生殖腺体積／殻長3×100）を

求めた。

（3）得られた成果
ア 大型人工種苗放流による親集団造成効果の評価

2013年9月9日に試験区から再捕した大型人工種苗の

平均殻長は68.7mm（SD6.0）で，生殖巣指数が2以上

の割合は放流時の4％から22.1％に増加した。一方，試

験区内の天然貝は平均殻長87.7mm（SD17.8），生殖巣

指数2以上の割合は83.0％と高かった。これらの放流貝

111個体，天然貝53個体から遺伝解析用筋肉標本を採取

した。

産卵時期の親貝資源に占める放流貝の割合は，地元

が実施している資源量調査の結果から殻長75mm以上

の平均密度および漁場面積で補正した資源個体数とも

約20％であった。また，殻長と産卵数の関係から計算

した放流貝の産卵寄与率は17.1％と推定された。漁場

全体の親貝集団に関する遺伝情報を得るために，漁獲

物約600個体を購入して筋肉標本を採取した後，殻のグ
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図3 月別の底面波浪流速

リーンマークに基づく天然貝と放流貝の判別を実施中

である。

イ コレクターによる当歳貝の定量採集効率

10月15日に回収したコレクターで採集された当歳貝

は，コレクター1つあたり0.6個体～2.8個体であった。

また，同日に実施した潜水採集も含めた当歳貝の平均

殻長は4.0mm（SD1.3）であった。11月22日に潜水で

採取した当歳貝平均殻長は7.0mm（SD2.2），1歳貝の

平均殻長は22.4mm（SD5.1）であった。これらの標本

は遺伝子マーカーの開発後のH28年度から実施するア

サイメントテストによる解析に用いるため，99.5％エタ

ノールで固定し，冷凍保管中である。また，コレクター

だけでは親子判別に用いるために十分な個体数が採取

できないことから，時間当りの潜水採集数によるCPUE

で稚貝量を評価するとともに，枠取り採集も併用して

定量評価と解析に十分な数の稚貝数を確保する必要が

ある。

ウ 藻場回復の適地選定手法の開発とその実証

ウニ除去を実施した年は各地点で異なるが，それは

考慮せずに月ごとに底面波浪流速を比較した結果，1

月を除けば，藻場が回復した3地点では回復しなかった

3地点よりも大きな値となっていた（図3）。また，St.

dは周辺の沿岸部には藻場が存在するにもかかわらず磯

焼けとなっている場所であり，ウニを除去しても藻場

は回復しなかった。この海域で底面波浪流速について

調べると，藻場が存在する周辺と比較して，St. dは底

面波浪流速が小さいことが明らかとなった。これらの

結果より，ウニ除去による藻場の回復には底面波浪流

速の大きさが影響しており，それが大きいと藻場が回

復しやすい可能性が示唆された。

エ 造成藻場による水産資源回復効果に関する検討

（ア）海藻の生育状況とエゾアワビの分布

美国海域の岸近くは急勾配な岩礁であり，そのすぐ

沖側では底質が砂になっていた。B1とB2ではホソメ

コンブとワカメは波当たりの強い水深0～2mに生育し，

2m以深には海藻類は生育していなかった。B3とB4

では，海藻（草）類はワカメとスガモが僅かに確認さ

れただけであった。B3ではキタムラサキウニの密度が

低い水深1m付近に海藻類が生育していなかった。この

理由として，濾過食性のエゾイガイが浅い水深に高密

度で分布していたため，海藻類が入植できないことが

考えられる。また，B4では水深1mにスガモが僅かに

生育していたが深所は砂に被われて海藻は生育してい

なかった。

エゾアワビはホソメコンブ群落内やその周辺に主に

分布していたが，生息密度は最大でも4個体／m2以下と

少なく，ホソメコンブ群落が形成されていないB3とB

4では1個体／m2以下であった。

古平海域は美国海域に比べると海底勾配が緩やかで

あり，F1除くと岸側にホソメコンブ群落が形成され，

F2では水深1mにホンダワラ類が生育していたが，他

は無節サンゴモに被われた磯焼け状態であった。しか

し，周囲の写真からは浅所では部分的にホソメコンブ

が生育していることが確認された。F3は水深1mにホ

ソメコンブが生育しており，同水深の転石上にも同様

にホソメコンブが確認された。水深4mおよび8mでは

スガモが生育し，他の海藻はなかった。F4は水深2m

までホソメコンブ群落が形成され，水深1mの生育量は

4.5kg/m2であった。

エゾアワビは，F2ではホソメコンブ群落周辺の水深

1mに高い密度（19個体／m2）で生息していた。また，

ホソメコンブ群落周辺だけではなく水深6～10mにもエ

ゾアワビが生息していた。分布水深ごとに殻長組成を

比較した結果，水深1～2mでは殻長20～60mmの比較

的小型貝が多かったが，水深6～10mでは殻長50～70

mmの大型貝が多かった。これらの大型貝が何を摂餌し

ているのかを明らかにする必要がある。F3やF4では，

ホソメコンブの生育が良好であったにもかかわらずエ

ゾアワビだけではなくウニ類の密度も低かった。これ

はホソメコンブ群落ではウニ類の身入りが良いことか

ら，漁獲されたためと思われる。

（イ）ウニ類の分布密度と身入り改善に関する調査

採取したキタムラサキウニの生殖巣指数を調べた結
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図4 採取したアワビの分析結果

果，岸側にホソメコンブ群落が形成されている場所で

は，水深1mで採取された個体の値は20％以上であった

が，ホソメコンブ群落が無いB3とB4では16％以下と

低かった。また最も遠浅であったF2では浅所にホソメ

コンブが生育していても水深4mの生殖巣指数は10％と

他の海域（13～22％）に比べ低かった。これらのこと

から，藻場回復させた時の波及効果を検討する際に，

浅所からの流れ藻の供給に対する海底地形や底質など

の影響も考慮する必要があることが示唆された。

（ウ）藻場とエゾアワビの生産との関係

B4，F2およびF3で水深別に採集したエゾアワビの

分析結果を図4に示した。�全湿重量肥満度はF2およ

びF3の水深1mで高かったが，B4では水深8mでも高

い値を示した。�筋肉乾燥重量肥満度はF3の1mとB

4の8mで顕著に高く，�含水率は逆の傾向であった。
�中腸腺指数はF2とF3の水深1mとB4の水深8mで高

く，�生殖腺指数も同様な傾向であったが，F3の水深

1mとB4の水深8mで高かった。F2とF3では餌料条件

と対応して生殖腺指数が高いと考えられたが，B4で周

囲が砂にもかかわらず，エゾアワビの筋肉乾燥重量肥

満度などの各種指標は餌料条件が良い結果を示してお

り，この理由について今後検討する必要がある。

筋肉乾燥重量肥満度と筋肉含水率に及ぼす餌料環境

の影響を評価するために，室内試験で生コンブ給餌量

を飽食，体重の3％および1％，絶食の4条件にして，

2013年9月20日～12月10日まで15℃で流水飼育し，瞬

間成長率（終了時重量／開始時重量×100／飼育日数）に

対する各群の値を比較した。その結果，飽食区では筋

肉含水率が低く，絶食区で高くなる傾向があり，全て

の群を合わせると負の相関関係が認められた（r＝

－0.9066，p＜0.01）。また，瞬間成長率と筋肉乾燥肥満

度の間には正の相関関係が認められ（r＝0.8823，p＜

0.01），飽食区で高く絶食区で低かった。

なお，本研究は農林水産技術会議委託プロジェクト

研究「生態系ネットワーク修復による持続的な沿岸漁

業生産技術の開発」で実施した成果の一部である。
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（1）目的
北海道の漁業生産は，1,456千トン（全国の27％），

2,958億円（同19％）で，我が国における水産物の安定

供給に重要な役割を果たしているが，道内各地域では

水産物の高付加価値化に向けた漁業と水産加工業の連

携や，海外への積極的な展開が進められており，それ

らに対する技術的な支援が必要とされている。

本研究では，道産ホッケの用途に応じた安全・高品

質化技術の開発や新しい加工技術を用いた高次加工品

開発を通して，道産ホッケの加工仕向けの改善や用途

拡大などの高付加価値化を図り，漁業から加工・流通

までの関連する食産業の活性化を支援する。

（2）経過の概要
ア 魚臭抑制及び凍結技術開発

前年度に引き続き，ホッケの皮・血合肉除去フィレ

を原料にした魚臭低減ホッケフライの試作試験と試食

アンケート調査を実施した。皮・血合肉除去フィレは，

3枚おろし後のフィレを工業試験場が開発中の皮すき機

構を応用した魚皮・血合肉除去装置で処理して調製し

た。

皮・血合肉除去フィレを原料にした魚臭低減ホッケ

フライの製造は，㈲丸藤水産（小樽市）で委託製造し

た。試食アンケート調査は「2013アグリビジネス創出

フェア」（主催：NPO法人グリーンテクノパーク，農林

水産省，日時：平成25年11月29～30日，場所：札幌ファ

クトリ－）に来場した292名に対して行った。

イ ホッケすり身の物性改善

道産ホッケの約5割はすり身原料に仕向けられている

（H22道ぎょれん調べ）。ホッケすり身はスケトウダラ

陸上すり身に比べて，風味は良好であるが，ゲル物性

が低く，色調も黒いことから，揚げかまぼこや魚肉ソー

セージ等への利用が主である。本試験では，ホッケす

り身のゲル物性の改善を図るため，すり身原料の鮮度

がゲル物性へ与える影響について調べた。また，市販

ホッケすり身を用いて，通電加熱（ジュール加熱）に

よる加熱ゲルの物性改善について検討した。

（3）得られた結果
ア 魚臭抑制及び凍結技術開発

魚皮・血合肉除去装置による皮・血合肉除去フィレ

の回収率（成功率）は92～95％であった。歩留まりは

皮付きフィレの約7割（原料魚から約34％）で，市販の

魚皮剥皮機による歩留まり約9割（原料魚から約44％）

に比べて2割程度低かった。皮・血合肉除去フィレの粗

脂肪は2.5％で，スキンレスフィレに比べて，半減して

いた。一方，GGC−MSによる臭い成分の分析では，ス

キンレスフィレと大きな差は認められず，原料が高鮮

度であったため，臭い成分の生成に差がなかったと考

えられた。

魚臭低減ホッケフライの試食アンケート調査では50

歳未満の72％の被験者が，対照ホッケに比べて，魚臭

さがなく，好ましいと評価した。しかし，50歳以上に

なると，好ましいと評価する被験者数は，対照とほぼ

同数となり，若年齢層ほど魚臭さを嫌う志向が高いこ

とがわかった。これらの結果から，魚臭低減ホッケフ

ライは学校給食等への利用が有効であると考えられた。

イ ホッケすり身の物性改善

5℃貯蔵したホッケから調製したすり身の加熱ゲルの

物性（破断強度g）は，貯蔵日数の経過により低下し，

貯蔵当日の250gから3日目には150gとなった。スケト

ウダラ陸上すり身の2級基準値は220gであり，原料鮮

度が良好であれば，物性面では同等レベルの品質が可

能であると思われた。

通電加熱により市販ホッケすり身の加熱ゲル物性は，

通常のボイルに比べて，破断強度が約1.5倍，破断凹み

が約1.3倍に増加し，物性改善に有効であった。

Ⅲ 加工利用部所管事業
１．北海道の総合力を活かした付加価値向上による食産業活性化の推進（戦略研究費）
１．１ 道産魚貝類の高付加価値化技術の開発

担当者 加工利用部 加工利用グループ 蛯谷幸司 武田忠明 菅原 玲 小玉裕幸 飯田訓之
共同研究機関 釧路水産試験場，網走水産試験場，工業試験場，食品加工研究センター
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（1）目的
乾燥品の生産が主体である道産コンブは，近年需要

が低迷しており，消費拡大を図るには原料の低コスト

化と新たな利用方法の開発が必要となっている。そこ

で，水揚げされた乾燥前の生コンブを原料とし，これ

をゾル化するための基礎的知見を得るため，生鮮コン

ブのゾル化に必要な粉砕処理条件について検討する。

（2）経過の概要
ア 各種方法によるマコンブの粉砕処理

原料は函館市南茅部で採取された生鮮の成マコンブ

（冷凍品）を用い，次の3種の条件にて粉砕処理を行っ

た。

�ミートチョッパー（OMEGA製，TA−32A）により

目合1.6mmで粉砕した。

�上記�の処理を行った後，高速水平カッター（㈱
FMI製FMIR−10，以下，ロボクープとする）によ

り3,000rpmで1，5，10，20分間粉砕した。

�上記�の処理を行った後，石臼型摩砕機（増幸産
業製MKZA−S−10，以下，マスコロイダーとする）

により摩砕部の隙間幅を0.2mmとして1，5，10

回粉砕した。

各粉砕コンブについて，粉砕状態の確認（写真記録），

水分測定，水分散性の確認（写真記録，沈殿部分の体

積測定）及び粘度測定を行った。

イ マスコロイダーによる各種コンブの粉砕処理

原料は，釧路町昆布森で採取された生鮮の成ナガコ

ンブ（冷凍品），及び余市町で採取された生鮮のホソメ

コンブ（冷凍品）を用い，いずれもミートチョッパー

により目合1.6mmで粉砕後，マスコロイダーにより0，

5，10回粉砕した。各粉砕コンブについて，上記ア．と

同様に，粉砕状態の確認，水分測定，水分散性の確認

及び粘度測定を行った。

ウ インライン湿式粉砕器（コロイドミル）によるホ

ソメコンブの粉砕処理

原料は余市町で採取された生鮮ホソメコンブを用い，

ミートチョッパーにより目合1.6mmで粉砕後，ホソメ

コンブ：水＝1 : 2，1 : 1，2 : 1及び1 : 0（無加水）の比で

加水，混合し，インライン湿式粉砕器（IKA社製Labor

Pilot，以下，コロイドミルとする）により，ラジアル

ギャップ（駆動部と固定部の隙間幅）を0.1，0.2及び0.5

mmとしてそれぞれ10回粉砕した。各粉砕コンブにつ

いて，上記ア．と同様に，粉砕状態の確認，水分測定，

水分散性の確認及び粘度測定を行った。

（3）得られた結果
ア 各種方法によるマコンブの粉砕処理

写真1に，3種の粉砕方法により処理したマコンブの

外観を示した。ミートチョッパー粉砕及びロボクープ

粉砕では，処理後の外観にほとんど違いがみられず，

微細化は認められなかった。一方，マスコロイダー粉

砕では処理回数の増加に伴って微細化が進行した。な

お，粉砕マコンブの水分はいずれの処理においても約

87％であった。

ロボクープ及びマスコロイダーで粉砕したマコンブ

を水に分散させ，静置した後の様子を写真2に，静置時

に生成した沈殿部分の体積変化を図1に示した。ロボクー

プ粉砕では，いずれの処理条件とも静置開始後速やか

２．コンブのゾル化に関する基礎試験（職員研究奨励）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 小玉裕幸 蛯谷幸司
工業試験場 環境エネルギー部 松嶋景一郎

写真1 ミートチョッパー，ロボクープ及びマスコロイダーで粉砕したマコンブの外観
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図2 ロボクープ及びマスコロイダーで粉砕し
たマコンブの粘度
各粉砕マコンブとも，加水して固形分を5％に調
整し，25℃に保温後に粘度を測定

に沈殿が生成した。一方，マスコロイダー粉砕では，

5回以上の処理において1日静置後でも沈殿部分の体積

は全体の約8割であり，分散状態は一定程度保持されて

いた。

図2に，ロボクープ及びマスコロイダーで粉砕したマ

コンブの粘度を示した。ロボクープ粉砕ではいずれの

処理条件とも粘度は約2mPa・sと極めて低かったが，マ

スコロイダー粉砕では処理回数の増加とともに粘度が

上昇し，10回粉砕では約100mPa・sとなった。

イ マスコロイダーによる各種コンブの粉砕処理

写真3に，マスコロイダーで粉砕したナガコンブ及び

ホソメコンブの外観を示した。ナガコンブでは5回以上

の粉砕で微細化の進行が認められたが，ホソメコンブ

では10回の粉砕においても微細化が認められなかった。

写真2 ロボクープ及びマスコロイダーで粉砕
したマコンブの水への分散状態
各粉砕マコンブとも，加水してコンブ：水
＝1 : 4（重量比）に調整・混合後に静置

図1 ロボクープ及びマスコロイダーで粉砕し
たマコンブの水への分散・静置後におけ
る沈殿体積変化
各粉砕マコンブとも，加水してコンブ：水
＝1 : 4（重量比）に調整・混合後に静置

写真3 マスコロイダーで粉砕したナガコンブ
及びホソメコンブの外観

平成25年度 事業報告書 中央水試（2014）

― 179 ―



写真4 マスコロイダーで粉砕したナガコンブ
及びホソメコンブの水への分散状態
各粉砕コンブとも，加水してコンブ：水
＝1 : 4（重量比）に調整・混合後に静置
各写真とも，左から0,5,10回粉砕を示す

なお，各コンブの水分とも粉砕回数の増加に伴う水分

変化はみられず，ナガコンブで約86％，ホソメコンブ

で約83％であった。

マスコロイダーで粉砕したナガコンブ及びホソメコ

ンブを水に分散させ，静置した後の様子を写真4に，静

置時に生成した沈殿部分の体積変化を図3に示した。マ

スコロイダーで5回以上粉砕したナガコンブでは，静置

6時間後でも沈殿部分の体積は全体の約8割であり，分

散状態は一定程度保持されていた。一方，ホソメコン

ブでは，マスコロイダーでの粉砕回数にかかわらず，

静置開始後速やかに沈殿を生成し，分散状態を保持で

きなかった。

図4に，マスコロイダーで粉砕したナガコンブ及びホ

ソメコンブの粘度を示した。各コンブの粘度とも5回以

上の粉砕で上昇し，ナガコンブで約90mPa・s，ホソメ

コンブで約60mPa・sとなった。

ウ インライン湿式粉砕器（コロイドミル）によるホ

ソメコンブの粉砕処理

写真5に，各条件によりコロイドミルで10回粉砕し

たホソメコンブの外観を示した。コロイドミルによる

処理ではいずれの粉砕条件とも，微細化の進行は認め

られなかった。なお，各粉砕ホソメコンブの水分は，

ホソメコンブ：水＝1 : 2，1 : 1，2 : 1，1 : 0に調整した場

図3 マスコロイダーで粉砕したナガコンブ及
びホソメコンブの水への分散・静置後に
おける沈殿体積変化
各粉砕コンブとも，加水してコンブ：水
＝1 : 4（重量比）に調整・混合後に静置

図4 マスコロイダーで粉砕したナガコンブ及
びホソメコンブの粘度
粉砕ナガコンブは加水して固形分を5％に，粉砕
ホソメコンブは同10％に調整・混合し，25℃保
温後に粘度を測定
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合において，それぞれ94%，91%，89%，85％程度であり，

ラジアルギャップを変更しても違いはみられなかった。

各粉砕ホソメコンブを水に分散させ，静置した場合

では，いずれの処理条件ともマスコロイダーで粉砕し

た場合と同様に，静置開始後速やかに沈殿を生成し，

分散状態を保持できなかった（水への分散状態の写真

及び水への分散・静置後の沈殿体積変化のグラフは省

略）。

図5に各粉砕ホソメコンブの粘度を示した。粉砕ホソ

メコンブの粘度は，ラジアルギャップを狭めるほど上

昇する傾向を示し，無加水のホソメコンブ（ホソメコ

ンブ：水＝1 : 0）をラジアルギャップ0.1mmにて粉砕

した場合，約5,700mPa・sと顕著に高くなった。

以上の結果から，生鮮マコンブ及び生鮮ナガコンブ

（いずれも冷凍品）ではマスコロイダー粉砕により，微

細化の進行，水への分散状態の維持，及び粘度の上昇

が認められることがわかった。しかし，マスコロイダー

粉砕した場合，いずれのコンブでも，舌触りにおいて

はざらつき感がみられたため，ざらつきのない食感を

得るには更に検討が必要と考えられた。一方，生鮮ホ

ソメコンブ（冷凍品）ではマスコロイダー粉砕及びコ

ロイドミル粉砕による粘度の上昇がみられたが，微細

化の進行や水への分散状態の維持は認められなかった。

このため，ホソメコンブをマコンブやナガコンブと同

程度に微細化するには，他の粉砕方法の検討が必要と

考えられた。

図5 コロイドミルで10回粉砕した各ホソメコ
ンブの粘度
各粉砕ホソメコンブとも無加水にて，25℃に保
温後に粘度を測定

写真5 コロイドミルで10回粉砕したホソメコンブの外観
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（1）目的
本研究では，北海道日本海沿岸の磯焼け海域に生息

する身入りの悪いキタムラサキウニを給餌しながら低

温蓄養することで，端境期の10月に高品質で販売する

システムを開発することを目的としている。

加工利用部は低温蓄養ウニの市場性に関する課題を

担当しており，昨年度の報告に引き続き今年度は�生
殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価と，�低温蓄養処
理の影響評価を担当した。

（2）経過の概要
ア 生殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価

昨年度に引き続き，2012年6月25日から8月16日ま

で，中央水産試験場に設置した水槽で無調温度海水掛

け流し，および生ホソメコンブ飽食給餌にて飼育され

たキタムラサキウニ100個体について，年齢査定後，高

齢群（7歳以上）と若齢群（4～6歳）に分けた。それら

をさらに組織学的観察により雌雄および成熟段階を判

定して個体識別後，高齢と若齢，雌雄および成熟段階

別で複数個体を選出し，選出個体の生殖巣の水分，グ

リコーゲン，遊離アミノ酸，および総プリン体の分析

を行った。なお，これらの分析には，各選出個体の生

殖巣から調製した凍結乾燥粉末を用いた。分析方法は，

水分，グリコーゲン，および遊離アミノ酸は昨年度と

同様の方法で，総プリン体は凍結乾燥粉末に終濃度が

60％となるように過塩素酸を添加し，100℃で1時間加

熱して冷却後，中和して一定量にメスアップした溶液

について金子ら1）の方法に準じて高速液体クロマトグラ

フィにより分析した。また，生殖巣の組織学的観察に

よる雌雄および成熟段階の判定は，飼育が終了した前

述の100個体のキタムラサキウニにおいて，デビッドソ

ン液（溶液1Lの組成は，エタノール330ml，ホルマリ

ン220ml，酢酸115ml，蒸留水335ml）で固定した各個

体の生殖巣の約5mm角片について，（独）水産総合研究

センター北海道区水産研究所（以下，北水研）が担当

した。総プリン体の分析結果については，概略のみ報

告する。

イ 低温蓄養処理の影響評価

本研究では，北水研が本項を担当しているが，その

中で本研究の目的を達成するため，種々の水温で一定

期間飼育したときのキタムラサキウニの成長，成熟に

ついて把握する必要があり，それらの対照として，天

然海域におけるキタムラサキウニのそれらについてデー

タをとる必要がある。そこで，2012年6月7日から10

月22日まで，北水研において余市町前浜の平均海水温

と同温度で飼育したキタムラサキウニについて，飼育

期間中4週間毎に16個体を採取し，アと同様に各採取

個体について組織学的観察により雌雄と成熟段階を判

定して個体識別を行った。また，各個体採取日毎に10

個体を選出し，それら個体の生殖巣の水分と総プリン

体を分析した。なお，水分と総プリン体の分析は，ア

と同様の方法で行った。

（3）得られた結果
ア 生殖巣の品質に及ぼす年齢の影響評価

雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階別の生殖巣

指数（以下，GI）を図1に，色調（L＊値）を図2に示し

た。GIは，雄では高齢群，若齢群いずれも成熟段階が

進行するほど増加する傾向がみられ，雌では若齢群で

成熟段階1より2の方が高い傾向であった。一方，L＊値

ではGIと同様に高齢群，若齢群いずれも成熟段階が進

行するほど増加する傾向がみられた。また，雌雄いず

れも高齢群に比べ若齢群でL＊値が高い傾向がみられた。

高齢のウニでは生殖巣の色調が悪い（黒い）と言われ

ているが，これには加齢とともに蓄積する黒色色素が

関係していると考えられている。そのため，成熟段階

が低く身入りしていない（GIが低い）ウニでは，若齢

群に比べ高齢群では生殖巣の色調が悪いが，成熟段階

が進行して身入させる（GIを高める）ことで，高齢群

に蓄積していると考えられる黒色色素が希釈され，生

殖巣の色調が改善できると考えられた。

雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階別の水分，

３．給餌型ウニ低温蓄養システムの開発（重点研究）

担当者 加工利用部 菅原 玲 蛯谷幸司
協力機関 （独）水産総合研究センター北海道区水産研究所
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グリコーゲン，遊離アミノ酸総量をそれぞれ図3，図4，

図5に示した。水分は，雄では高齢群，若齢群いずれも

成熟段階3で高い傾向であったが，雌では高齢群，若齢

群いずれも成熟段階1と2で差がみられなかった。グリ

コーゲンは，雌雄ともに高齢群，若齢群いずれも成熟

段階2で高い傾向であった。遊離アミノ酸総量は，雄の

高齢群では成熟段階1で，若齢群では成熟段階2で高い

傾向であった。また，雌では，高齢群，若齢群いずれ

も成熟段階1で高い傾向であった。一方，総プリン体は，

雄では，高齢群，若齢群いずれも成熟段階3で高い傾向

であった。また，雌では，高齢群，若齢群いずれも成

熟段階1よりも2で高い傾向であった（図示なし）。

以上の成分では，雌雄間や成熟段階での差はみられ

たが，高齢群と若齢群での大きな差はみられず，両者

には成分的な品質の差がないと考えられた。

イ 低温蓄養処理の影響評価

図6に余市前浜平均海水温と同水温で飼育したキタム

ラサキウニ生殖巣の水分（10個体の平均値）の変化を

示した。8月下旬から飼育終了の10月下旬まで成熟ステー

ジが進むにつれて，雌雄ともに水分が増加する傾向が

みられた。また，飼育期間中，8月上旬の雌で水分が最

も低い値であり，そのときの成熟ステージは2および3

であった。一方，総プリン体は，飼育期間中で7月上旬

図1 雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階
別の生殖巣指数（GI）

注）横軸のOは高齢群，Yは若齢群，数字は成熟段階
を示す。なお，各成熟段階の個体数は♂のO3が
9，O2が16，O1が4，Y3が5，Y2が8，♀のO
2が10，O1が6，Y2が17，Y1が2で，♂のY1
および♀のO3とY3は0であった（図2～5も同じ）。

図2 雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階
別の色調（L＊値）

図3 雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階
別の水分

注）横軸のOは高齢群，Yは若齢群，数字は成熟段階
を示す。

注）横軸のOは高齢群，Yは若齢群，数字は成熟段階
を示す。

平成25年度 事業報告書 中央水試（2014）

― 183 ―



に採取した生殖巣で雌雄とも最も低い値を示した（図

示なし）。

本事業では，低温蓄養したキタムラサキウニが，天

然では身入りしていないか，身入りしていても成熟が

進行して商品価値が低下した時期（10月）に，身入り

が良くて身溶けのない（品質が良く商品価値の高い）

生殖巣を得ることが目標である。今回得られた結果か

ら，これらの点を考慮すると，本事業におけるキタム

ラサキウニの低温蓄養は，天然で入手できない時期に，

天然では成熟が進行していない7月上旬に漁獲されるウ

ニと同等な品質の生殖巣が得られる技術として確立す

る必要がある。

図4 雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階
別のグリコーゲン

注）横軸のOは高齢群，Yは若齢群，数字は成熟段階
を示す。

図5 雌雄別，高齢および若齢群別，成熟段階
別の遊離アミノ酸総量

図6 余市前浜平均海水温で飼育したキタムラ
サキウニ生殖巣の水分の変化

注）横軸のOは高齢群，Yは若齢群，数字は成熟段階
を示す。

注）凡例のステージ1～4は，雌雄それぞれの生殖巣
の成熟段階を示す。
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（1）目的
漁獲量が増大してきた石狩湾系ニシンを刺身商材と

して安定的に周年供給するため，品質にかかわる漁業・

流通実態調査，生食上問題となる寄生虫の分布・動態

調査および生鮮フィレの凍結条件等と肉質との関係を

調査することにより，石狩湾系ニシンの高付加価値化，

漁業経営の安定化に資することを目的とした。

（2）経過の概要
ア 生鮮フィレの凍結条件等と肉質との関係調査

石狩湾系ニシンの漁期は1～3月であり，本ニシンを

刺身商材として周年流通させるためには，最低でも10

ヶ月程度の凍結保存が必要である。昨年度は，経常研

究で行っていた「石狩湾系ニシンの高付加価値化」で

の本項において，各条件下の凍結保管2ヶ月目の結果に

ついて報告した。今年度は，目的積立金において経常

研究から継続して行った下記の（ア）～（エ）の試験

について，昨年度報告した凍結保管2ヶ月目の結果に加

え，凍結保管6および10ヶ月目の結果について報告す

る。なお，本試験に用いたスキンレスフィレは，2013

年1月下旬または3月中旬に石狩湾で漁獲されたニシン

から調製し，特にことわらない限り，凍結保管するた

めにエアブラスト凍結（－25℃の冷気下に1時間静置）

を行ってから真空包装した後，－25℃で保管した。ま

た，凍結保管後の品質評価を行うために，スキンレス

フィレを真空包装のまま4℃の冷蔵庫に16時間保存し

て解凍（自然解凍）した。

品質評価は，以下の指標により行った。

�フリードリップ量：スキンレスフィレを解凍した
ときに流出するドリップ量

�圧搾ドリップ量：フリードリップ量を測定したス
キンレスフィレを約1cm角の肉片とし，その約20

gに1kgを20分間荷重したときに流出するドリップ

量

�解凍ドリップ量：フリードリップ量と圧搾ドリッ
プ量の和

�物性（硬さ）：スキンレスフィレの15mm幅で輪切

りにしたものを，レオメーター（（株）レオテック

製RT−2010J−CW）の5mm径円盤型プランジャー

で6mm/minの移動速度で3mm（測定試料高の20

％）押し込んだときの荷重値

（ア）凍結前処理の有無による凍結保管後の品質変化

凍結前処理では，スキンレスフィレを凍結前に5％ト

レハロースまたは5％トレハロース－1％食塩溶液に，

それぞれ4℃で16時間浸漬し，それらの処理を行わな

いものを無処理とした。なお，スキンレスフィレの原

料には，2013年3月中旬に漁獲されたニシンを用いた。

（イ）凍結方法・解凍条件の違いによる凍結保管後の

品質変化

凍結方法では前述のエアブラスト凍結を対照に，炭

酸ガス凍結装置（昭和炭酸（株）製BF−190）を用いた急

速凍結を試験区として検討した。すなわち，スキンレ

スフィレを液化炭酸ガスで－55℃に設定した温度下に

30分間静置で凍結した。また，解凍条件では前述の自

然解凍を対照に，スキンレスフィレを真空包装のまま

水道水の流水に1時間浸漬した急速解凍を試験区として

検討した。なお，スキンレスフィレの原料には，2013

年1月下旬に漁獲されたニシンを用いた。

（ウ）原料性状の違いによる凍結保管後の品質変化

原料性状では，�漁期の違い，�鮮度の良否，�再
凍結の有無，以上3点について検討した。�は，漁期の
前半（2013年1月下旬）と後半（同年3月中旬）にそれ

ぞれ漁獲されたニシンを用いた。�は，2013年1月下旬

の漁獲当日のニシン（漁獲当日原料，平均K値13.2％

の鮮度が良好なもの）と，同日漁獲されたニシンを流

通形態の下氷発泡スチロール箱詰めで2日間保存したも

の（2日冷蔵保管原料，平均K値55.5％の鮮度落ちした

もの）を用いた。�は，�の漁獲当日原料を対照に，
その原料を－25℃で1週間凍結後，自然解凍し，さらに

－25℃で再凍結したものを用いた。

（エ）凍結保管温度の違いによる凍結保管後の品質変

化

凍結温度および凍結保管温度を－10℃，－25℃（対

４．石狩湾系ニシンの高付加価値化（目的積立金）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 菅原 玲 金子博実 蛯谷幸司
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照），－40℃として検討した。なお，スキンレスフィレ

の原料には，2013年1月下旬に漁獲されたニシンを用い

た。

（3）得られた結果
ア 生鮮フィレの凍結条件等と肉質との関係調査

（ア）凍結前処理の有無による凍結保管後の品質変化

図1に凍結前処理の有無による凍結保管後の解凍ド

リップ量および物性の変化を示した。凍結試料は凍結

前処理（トレハロース水溶液浸漬）時の吸水のため増

重している。解凍ドリップ量にはこの増重分も含まれ

るため，凍結前処理を行った2試験区いずれも無処理と

比べて増加した。したがって，増重分がすべて解凍ド

リップとして流出したものと仮定すると，実質的なド

リップ量は無処理とほとんど変わらないと考えられた。

また，物性は，凍結前処理を行っても無処理とほとん

ど差がみられなかった。

（イ）凍結方法・解凍条件の違いによる凍結保管後の

品質変化

図2に凍結方法および解凍条件の違いによる解凍ド

リップ量および物性の変化を示した。解凍ドリップ量

は，エアブラスト凍結と炭酸ガス凍結でほとんど差は

みられなかった。また，物性は，凍結方法および解凍

条件にかかわらず凍結保管期間が長くなると硬さが増

加する傾向がみられたが，それぞれの凍結保管期間で

の解凍方法の違いによる差はみられなかった。

（ウ）原料性状の違いによる凍結保管後の品質変化

図3に漁期の違いによる凍結保管後の解凍ドリップ量

および物性の変化を示した。漁期については，1月に比

べて3月で凍結保管期間にかかわらず解凍ドリップ量が

多かったが，物性では差がみられなかった。

図4に鮮度の良否または再凍結の有無による凍結保管

後の解凍ドリップ量および物性の変化を示した。凍結

保管期間が長くなるにつれて解凍ドリップ量および硬

さが増加する傾向がみられたが，鮮度の良否による解

凍ドリップ量および物性には差がみられなかった。

一方，再凍結をすることにより，凍結保管2ヶ月後で

すでに大量の解凍ドリップが発生し，再凍結すること

は，凍結保管期間が短くても品質的には良くないと考

えられた。一方，物性については，前述の鮮度と同様

に，凍結保管期間が長くなるにつれて硬さが増加する

傾向がみられたが，再凍結の有無による差はみられな

かった。

図1 凍結前処理の有無による凍結保管後の解
凍ドリップ量および物性の変化

＊１ 凍結前処理時に吸水した部分から流出したと考
えられるドリップ量。

＊２ 解凍後の測定で得られた実質的なドリップ量。

図3 漁期の違いによる凍結保管後の解凍ドリッ
プ量および物性の変化

図2 凍結方法および解凍条件の違いによる凍
結保管後の解凍ドリップ量および物性の
変化
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（エ）凍結保管温度の違いによる凍結保管後の品質変

化

図5に凍結保管温度の違いによる凍結保管後の解凍ド

リップ量および物性の変化を示した。凍結保管期間に

かかわらず保管温度が低い（－40℃）ほど凍結変性に

よる硬化を抑制でき（生に近い物性），解凍ドリップ量

は少なかった。

以上の結果より，凍結保管による石狩湾系ニシンの

刺身用スキンレスフィレの品質保持では，できるだけ

低い温度（－40℃）で保管することが重要であると考

えられた。また，刺身用スキンレスフィレの原料には，

漁期前半に漁獲されるニシンを使用し，一度凍結した

原料は使用しないことでその高品質化がはかられると

考えられた。

図4 鮮度の良否または再凍結の有無による凍
結保管後の解凍ドリップ量および物性の
変化

図5 凍結保管温度の違いによる凍結保管後の
解凍ドリップ量および物性の変化
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（1）目的
「活け締め」は，即殺による鮮度保持効果に加えて，

脱血による身色の改善や生臭みの低減等の品質の向上

が期待されている。しかし，脱血による品質向上につ

いては，活け締め魚の筋肉に残存する血液を定量的に

把握する方法が確立されていないことから，脱血程度

（残存血液量）と品質的な優位性との関係についての客

観的な検証は行われていない。

このため，本事業では活け締め魚の脱血程度を高感

度かつ高精度に定量する手法を開発すると共に，活け

締め魚の脱血程度が身色改善や生臭み低減等の品質に

与える影響を明らかにする。

（2）経過の概要
ア 酵素免疫測定法による残存血液量定量技術の開発

今年度はニジマス血液から作製した血清アルブミン

抗体とグロビン抗体を用い，魚種の違いによる血液成

分の抗原抗体反応の交差性をウエスタンブロッティン

グ（以下，WB）によりそれぞれ検討した。なお，これ

ら抗体の作製は重点研究「脱血処理による道産サケの

高品質化と安全供給システムの開発（H22～24）」にお

いて，独立行政法人水産総合研究センター北海道区水

産研究所の指導により行った。

試料としてサクラマス，ヒラメ，マツカワ，アカガ

レイ，マゾイ，ヤナギノマイ，ホッケから血液もしく

は血餅を採取して，8MUrea−2%Mercaptoethanol−2%SDS

−25mMTris塩酸緩衝液で一定量を溶解して用いた。な

お，対照はニジマス血液とした。

これら8魚種の血液成分のたんぱく質組成は10％ポ

リアクリルアミドゲル電気泳動（以下SDS−PAGE）に

より測定した。このSDS−PAGE後のゲルを用い，上記

の2種類のニジマス抗体との交差性をWBによりそれぞ

れ調べた。WBは定法＊1により行い，PVDF膜に転写し

たたんぱく質を免疫染色法（間接法）により検出した。

なお，二次抗体は抗ウサギ IgG−AP標識抗体（SIGMA

製A3687）を用いた。

イ 活け締め魚の脱血程度と品質との関係調査

活け締め魚の脱血処理による身色や生臭み等の品質

について実態調査を行った。試料は札幌市中央卸売市

場より購入した活け締めヒラメ（S地区4尾，T地区4

尾）を用いた。また，比較のために野締めヒラメ（Y

地区4尾）も同様に用いた。これら試料は5枚おろし後，

個体別にフィレ可食部のうっ血や色調を目視観察した

後，分光測色計でフィレ表面のL＊値，a＊値，b＊値を測

定した。また，フィレ可食部の一部を採取して，K値と

栄養成分を定法により測定した。さらに，残存血液量

の指標として鉄含量を原子吸光分析法により測定した。
＊1バイオ実験5タンパクなんてこわくない（秀潤社）

（3）得られた結果
ア 酵素免疫測定法による残存血液量定量技術の開発

図1に8魚種の血液成分のSDS−PAGE図を示した。

8魚種の血液成分のたんぱく質組成は，魚種により若

干の違いはみられるが，分子量60KDa付近の血清アル

５．酵素免疫測定法（ELISA法）による活け締め魚の残存血液定量に関する
基礎試験（経常研究）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 小玉裕幸 蛯谷幸司
菅原 玲 飯田訓之

図1 8魚種の血液成分のSDS-PAGE図
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ブミンと推定されるバンドと分子量10KDa付近の低分

子成分のバンドが顕著に認められた。

図2，図3に8魚種の血液成分とニジマス血清アルブ

ミン抗体及びグロビン抗体とのWBを示した。

血清アルブミン抗体を一次抗体としたWBでは，サク

ラマスにのみ，対照のニジマスと同様に血清アルブミ

ンと推察されるバンド位置に顕著な交差性が認められ

た。

一方，グロビン抗体を一次抗体にしたWBでは，ニジ

マスの4本のバンドに交差性が認められ，免疫グロブリ

ン等への交差性が考えられた。他の7魚種については，

分子量10KDa付近の低分子成分のバンド位置にのみ交

差性が顕著に認められた。

これらの結果から，今後さらに非特異性反応等の詳

細な検討が必要であるが，グロビン抗体による酵素免

疫測定法（ELISA法）は，多くの魚種の残存血液量定量

に適用できる可能性が示唆された。

イ 活け締め魚の脱血程度と品質との関係調査

表1に市販活け締めヒラメの生物測定値，K値および

栄養成分値を示した。

試料とした活け締めヒラメの平均魚体重は1006～1462

gであった。K値は活け締め魚（S地区）が他に比べて

顕著に低く有意差が認められた。しかし，活け締め魚

（T地区）と野締め魚（Y地区）のK値には差がなかっ

た。

フィレ可食部の粗タンパク質と粗脂肪の栄養成分に

は，活け締め魚と野締め魚で顕著な差は認められなかっ

た。また，フィレ可食部表面の目視観察による官能評

価では，うっ血については活け締め魚と野締め魚で顕

著な違いはみられなかったが，身色は野締め魚に比べ

て，活け締め魚が明らかに白い身色と評価できた。

表2に市販活け締め魚のフィレ可食部の鉄含量と色調

図2 8魚種の血液成分とニジマス血清アルブミ
ン抗体とのウエスタンブロッティング

図3 8魚種の血液成分とニジマスグロビン抗体
とのウエスタンブロッティング

表1 市販活け締めヒラメの生物測定値、K値および栄養成分値
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を示した。フィレ可食部の鉄含量では，活け締め魚は

野締め魚に比べて有意に低い値であり，目視観察によ

る官能評価の結果と一致していた。

一方，分光測色計によるL＊値，a＊値，b＊値は，活け

締め魚と野締め魚で大きな差が認められなかった。活

け締め魚と野締め魚共に，フィレ可食部の表面には部

位により身色（赤色）にバラツキがみられたことから，

分光測色計による測定では測定部位を細かく分けて分

析する必要があると考えられた。

図4にフィレ可食部の鉄含量とa＊値（赤色）との相

関を示した。フィレ可食部のa＊値が低い値の個体ほど，

鉄含量が低い傾向がみられた。

これらの結果から，フィレ可食部のa＊値（赤色）は

残存血液量の指標として有効性が示唆されたが，分光

測色計による測定条件の確立が必要不可欠であると考

えられた。

表2 市販活け締めヒラメのフィレ可食部の鉄
含量と色調

図4 フィレ可食部のa＊値（赤色）と鉄含量の
関係
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（1）目的
麻痺性貝毒によって毒化したホタテガイについて，

原因プランクトン消失後の減毒期における部位別の毒

力および毒組成の変化を明らかにし，麻痺性貝毒下降

期への移行を判断するための基礎的知見を得ることを

目的とした。

（2）経過の概要
これまでに，毒化したホタテガイ中腸腺の毒力は，

減毒飼育中に個体差による増減を繰り返しながら徐々

に減少するが，その毒組成はβ型からα型＊1への変換が

一貫して進行し，減毒飼育2ヶ月でβ比率＊2は平衡状態

に達することを明らかにした。そこで，本年度は，生

産海域での水温変動を想定し，β比率と減毒時の飼育水

温の関係について検討した。

ア 給餌飼育によるホタテガイの毒化試験

（ア）馴致方法

2013年9月13日に小樽海域で漁獲した養殖2年貝を当

場に搬入した後，14℃に調整した濾過海水で2週間馴致

した。さらに，A.t.給餌開始1週間前には，馴致後のホ

タテガイ40個体を10℃の低温実験室に設置した100L

水槽2基（水槽A，B）にそれぞれ20個体ずつ移して馴

致した。

（イ）飼育方法

低温実験室内の光の制御は，照射14時間および暗室

10時間を1日のサイクルとした。また，飼育海水は給餌

毎に全量交換した。

（ウ）給餌方法

給餌用のA.t.は，八雲産クローン培養株を用いた。給

餌飼育は2013年10月18日から11月5日まで18日間行っ

た。給餌は，月曜日と金曜日の週2回，A.t.培養液を各

水槽に10Lずつ与えた。この培養液のA.t.細胞数は，培

養液1mLを中性ホルマリンで固定し，顕微鏡で計測し

た。給餌した総細胞数と給餌期間からホタテガイ1個体

当たりの給餌量を算出した。また，次の給餌前に水槽

から海水を10 mL採取して，その中に含まれるA.t.細胞

数を計測し，給餌したA.t.細胞数との差から摂餌量を推

定した。

イ 毒化ホタテガイの減毒試験

（ア）給餌毒化ホタテガイの減毒試験

A.t.給餌により毒化したホタテガイ40個体を，水温8

℃，13℃，18℃に制御した1t水槽に各々12個体ずつ収

容し，2013年11月9日から2013年12月17日までの38

日間減毒飼育した。減毒飼育中は，月曜日から金曜日

の週5日，毎日C.gracilisを1,000～2,000細胞／ml給餌し

た。飼育中，経時的にホタテガイを2個体採取（計6

回）し，その中腸腺2個体分をまとめて分析試料とした。

ウ 麻痺性貝毒の抽出方法

（ア）A.t. 培養液および中腸腺からの抽出方法

昨年度と同様の方法にて抽出した。

エ 毒成分分析および毒力算出

上記ウで調製した分析試料をODSカラム（Waters

社製Sep−Pak C18）処理した後，孔径0.45μmのメンブ

レンフィルターで濾過し，これをHPLC用試料とした。

毒成分の分析は，大島の方法1）に従ってHPLCにより定

量し，毒量および毒力を求めた。

（3）得られた結果
ア 給餌飼育によるホタテガイの毒化試験

ホタテガイ1個体当たりの給餌量とAおよびBの各水

槽の餌量を図1に示した。給餌量は，1個体当たり平均

380万細胞で，1個体1日当たりの平均給餌量は約130

万細胞であった。摂餌量は，給餌量とほぼ同量で摂餌

率は99％以上であった。給餌したA.t.培養株の毒組成を

図2に示した。給餌毎のA.t.培養株1細胞当たりの毒量

は，平均95fmol/cellであり，2011年および2012年の平

均値とほぼ同様であった。また，その毒組成の平均値

は，C2が約58%，GTX4が約11%，GTX3が8％とβ型の

毒成分が約8割を占め，2011年および2012年と概ね一

致していた。

６．水産物流通安全対策に関する試験研究（経常研究）
６．１ ホタテガイの部位別毒性値検査

担当者 加工利用部 加工利用グループ 武田忠明
資源管理部 海洋環境グループ 嶋田 宏
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イ 毒化ホタテガイの減毒試験

（ア）中腸腺の毒量および毒力

毒化ホタテガイの各飼育水温における中腸腺の毒力

の変化を図3に示した。減毒開始時の毒力168MU/g

は，飼育期間中，各水温とも増減を繰り返しながら低

下し，38日目には50MU/g程度になった。

（イ）中腸腺の毒組成およびβ比率

各飼育水温における中腸腺の毒組成変化を図4に，毒

成分のβ比率の変化を図5に示した。毒組成は，減毒開

始時で，C1およびC2が50％～60％を占めていたが，

その後は，各水温ともに，β型のC2,GTX4,GTX3の割合

が減少し，α型のC1，GTX1，GTX2，dcGTX2およびβ

型のdcGTX3の割合が増加した。β比率は，減毒開始時

の70％から各水温ともに一貫して減少し，7日目で8

℃が60%，13℃が52%，18℃が46%，20日目で8℃が46%，

13℃が38%，18℃が31%，38日目で8℃が41%，13℃が

30%，18℃が26％で推移し，飼育水温が高いほどβ比率

の減少が速い傾向が認められた。

【注 釈】
＊1 α型とβ型：麻痺性貝毒成分のうち，GTX1とGTX4，

GTX2とGTX3，C1とC2などは，立体異性体の関係に

あり，前者がα型，後者がβ型とされ，化学的にはα型

が安定である。A.t.などが生合成する成分は，β型であ

り，渦鞭毛藻に蓄積中および二枚貝に移行・蓄積され

る間に安定なα型に変換され，それらの存在比が約3 : 1

（α : β）で平衡状態に達する。
＊2 β比率：α型の毒成分（C1，GTX1，GTX2，dcGTX2）

量とβ型の毒成分（C2，GTX4，GTX3，dcGTX3）量の

和に対するβ型毒成分量の割合（以下β比率）。

（5）引用文献
1） Ohshima Y. Post−column derivatization HPLC

methods for paralytic shellfish poisons In: Hallegraeff

GM, Anderson DM, Cembella AD（eds）Manual on

Harmful Marine Microalgae. UNESCO, Paris,1995 :

81−111.

図1 ホタテガイ1個体あたりの給餌量と摂餌量 図2 A.t. 培養株の毒組成
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図3 飼育水温別の毒力の変化 図5 飼育水温別のβ比率の変化

図4 飼育水温別の毒組成の変化
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（1）目的

サロマ湖などで度々発生するホタテガイの大量へい

死は，生息環境の変動などによるストレスが，その一

因とされるが，解明には至っていない。本研究では，

飼育水槽にて，各種環境ストレスを負荷したときの活

力と閉殻筋のアルギニンリン酸（以下，ArgP）量を調

査し，活力低下に至るArgP量の予測値推定を試みる。

また，ストレス負荷により活力が低下したホタテガイ

を，良好な環境に戻したときの活力回復について，ArgP

量から検証する。一方，フィールドでは，サロマ湖内

定点にて，海洋観測およびホタテガイ貝柱のArgP量を

周年調査し，環境変動に伴うArgP量の変動を把握する。

以上の結果から，環境ストレス負荷試験にて得られた

ArgP量予測値とフィールドにおけるArgP量の関係を考

察し，ArgPを指標とした活力低下の予測手法の開発を

目指す。

（2）経過の概要

本年度は，波浪を負荷した飼育試験およびストレス

負荷後の活力回復試験を実施したほか，サロマ湖定点

での海洋環境ならびに養殖ホタテガイの活力とエネル

ギー成分を調査した。

ア 環境ストレス負荷試験

波浪水槽にて，ホタテガイに波高30cmの波を48h

負荷し，活力と閉殻筋のArgP量を測定した。ArgP量は，

間欠負荷の固定および流動と連続負荷の流動で，対照

に対して有意な減少が認められた。

イ 活力回復の検証

ホタテガイを高水温飼育等で活力低下させた後，正

常な飼育環境に戻し，その活力回復とArgP量の関係を

検討した。その結果，ArgP量約5μmol/gが，活力回復

とへい死の境界の閾値となる可能性が示唆された。

ウ サロマ湖フィールド調査

2013年5月から11月の湖内定点の海洋環境（水温や

溶存酸素濃度など）は，前年に比べて貝への環境負荷

が強い状況であった。この環境下，ホタテガイ閉殻筋

のATP量は前年度と同様に推移したが，ArgP量は調査

期間平均値が13.7±2.6μmol/g（n＝40）と前年値15.5

±2.0μmol/g（n＝50）と比べて有意に低い値を示し，

とくに7月および9月で顕著な減少が認められた。

なお，研究内容の詳細は，「平成25年度北水協会補助

金中間報告書」（公益財団法人北水協会）にて報告し

た。

７．海洋環境の変動に伴うホタテガイ活力低下の予測手法に関する研究
（公募型研究）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 武田忠明
水産工学グループ 福田裕毅

北海道大学大学院水産科 埜澤尚範
サロマ湖養殖漁業協同組合 前川公彦
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（1）目的
ホタテガイの毒化について，貝毒プランクトンの出

現状況やその毒性との関係を解明する。また，マウス

テスト検体数および検査費用を低減するため，酵素免

疫法による麻痺性貝毒簡易測定法について検討する。

（2）経過の概要
昨年度に引き続き，八雲定点（八雲沖3マイル水深32

m）にて月一回，ホタテガイを採取し，中腸腺の麻痺性

貝毒成分を分析して，八雲定点における中腸腺の毒力，

毒量および毒組成の季節変化を調査した。また，酵素

免疫法による麻痺性貝毒簡易測定法について，マウス

テスト測定値との関係を検討した。

ア 麻痺性貝毒プランクトンの出現状況

麻痺性貝毒プランクトンAlexandrium tamarense（以

下，A.t.とする）の出現数は，H25年1月から12月に八

雲定点にて月一回，表層から深度5m毎に1Lを採水し

て10分の1量を検鏡し，1Lあたりに換算した。

イ ホタテガイ中腸腺毒組成の季節変化

ホタテガイ中腸腺は，H25年1月から12月に八雲定

点にて月1回，ホタテガイを採取し，中腸腺を分離して

直ちに－40℃で凍結保存したものについて，昨年度と

同様の方法1）で毒成分の抽出を行った。この抽出液2.5

mLをODSカラム（Waters社製Sep−PakC18）処理した

後，孔径0.45μmのメンブレンフィルターで濾過し，こ

れを高速液体クロマトグラフ（以下，HPLCとする）用

試料とした。

ウ 毒成分分析と毒力算出

HPLC用試料を大島の方法2）に従って定量し，毒量お

よび毒力を求めた。また，同試料のマウステストは（財）

日本冷凍食品検査協会に委託した。

エ 麻痺性貝毒簡易測定キットの検討

平成25年1月～12月の八雲定点および平成24年オホー

ツク海にて採取されたホタテガイの中腸腺から調製し

たマウステスト測定試料について，酵素免疫法による

簡易測定を試みた。簡易測定には，Skit（新日本検定協

会）およびPSP−ELISA（大阪府立公衆衛生研究所）の

2種類のキットを用いた。昨年度の結果と合わせ，マウ

ステストによる毒力との関係を検討した。

（3）得られた結果
ア 麻痺性貝毒プランクトンの出現状況

八雲定点における麻痺性貝毒プランクトンの鉛直分

布の季節変化（出現月のみ）を平成24年の結果と合わ

せて表1に示した。A.t.は，2月から6月にかけて出現し，

その出現数は5月から増加し，6月には最大150細胞／L

に達し，平成24年に比べ，高い水準であった。また，

Alexandrium ostenferdiiは，3月および5月に出現したが，

その出現数は10細胞／Lで，平成24年同様に低水準であっ

た。

イ ホタテガイ中腸腺毒組成の季節変化

中腸腺の毒量および毒力の季節変化を平成24年の結

果と合わせて図1に示した。中腸腺の毒量は，A.t.の消

長を反映し，6月には最大値19.8nmol/gを示した。こ

の毒量から換算した毒力は，毒量と同様な季節変化を

示し，6月には最大毒力29.9MU/gに達した。平成24

年に比べて，毒量および毒力の最大値はいずれも高い

値を示した。また，マウステストによる毒力は，平成

24年と同様に，HPLCにより得られた値とほぼ同様に推

移した。中腸腺の毒組成の季節変化（図2）では，1

年を通じてGTX1，GTX2，GTX3およびGTX4が全毒量

の54％～93％を占めた。

ウ 麻痺性貝毒簡易測定キットの検討

Skitによる測定値は，マウステストによる毒力と高い

相関（R2＝0.90，n＝30）が認められた。また，マウス

テスト自粛規制値20MU/gを，Skit標準品濃度の10nmol/

gに相当させてスクリーニングした場合，マウステスト

で陰性（20 MU/g未満）となった19検体のうち，16

検体を陰性と判定することができた。一方，PSP−ELISA

では，これまでに選定した代替標準品により，マウス

テスト測定値と高い相関（R2＝0.90，n＝47）が認めら

れ，マウステスト自粛規制値20MU/g以上の検体を正

８．貝毒プランクトンによるホタテガイ毒化実態モニタリング試験（受託研究）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 武田忠明
函館水産試験場 調査研究部 馬場勝寿
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確に陽性と判定することができた。PSP−ELISA法にて

得られた結果は，平成26年度日本水産学会秋季大会に

て発表した。

（4）引用文献

1） 貝毒分析研修会テキスト Ver.2：社団法人 日本

水産資源保護協会，2003 : 19−20

2） Ohshima Y. Post−column derivatization HPLC

methods for paralytic shellfish poisons In: Hallegraeff

GM, Anderson DM, Cembella AD（eds）Manual on

Harmful Marine Microalgae. UNESCO, Paris, 1995 :

81−111.

表1 H24年およびH25年の八雲定点におけるプランクトン出現状況（出現月のみ抜粋）

図1 H24年およびH25年の中腸腺の毒量および毒力の季節変化

図2 H24年およびH25年の中腸腺の毒組成の季節変化
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（1）目的
道産魚介類の遠隔地輸送において，海水氷輸送と蔵

番貯蔵を組み合わせた鮮度保持技術について実証試験

を行い，これら新しい技術の組み合わせによる魚介類

の鮮度保持効果を明らかにする。

（2）経過の概要
生鮮道産魚介類において，遠隔地輸送における高鮮

度（品質）保持の可否について検証するために，（株）

マーズカンパニー（群馬県高崎市）で開発した海水氷

（Sea Snow，以下SSとする）と非熱電場エネルギー発

生装置を装備した冷蔵庫（蔵番，以下KBとする）を組

み合わせて使用することにより，以下の実証試験を実

施した。なお，本事業は，北海道経済産業局が行って

いる地域新産業戦略推進事業の一課題である。

ア 実証試験（高崎市輸送試験）

小樽市近海で水揚げされたヤナギノマイとホッケを

試料とし，それらを試料重量の2倍量のSSとともに発

泡スチロール箱内に入れた。また，SSの代わりに同量

の真水氷を下氷としたものを対照区とした。これらの

輸送は，A業者に依頼し，KB貯蔵は高崎市（SSのみ），

一般冷蔵（5℃）は前橋市（SSと下氷）へ送付した。輸

送先での試料採取および観察，K値，揮発性塩基窒素

（VB−N），および一般生菌数の測定は，（株）江東微生物

研究所（高崎営業所，高崎市）が行った。なお，温度

ロガーを用いて，発泡スチロール箱内とその外側（環

境）温度および魚体の品温を測定した。試験期間は開

始後11日間とした。

試験開始後3日目に，高崎市の日本料理店フジサンに

て，関係者5名（水産試験場職員2名，（有）ホリ商店社

員1名，公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター

（以下，ノーステック財団とする）職員1名，（株）マー

ズカンパニー社員1名）により官能評価を行った。

【試験区分】

○K B貯蔵（－1℃設定） SS使用

○一般冷蔵（＋5℃設定） SS使用，下氷使用

イ 実証試験（シンガポール輸送試験）

小樽市近海で水揚げされたアカガレイとスルメイカ

を試料とし，それらを試料重量の2倍量のSSとともに

発泡スチロール箱内に入れた。また，SSの代わりに同

量の真水氷を下氷としたものを対照区とした。これら

の輸送は，シンガポールまでB業者に依頼した。なお，

輸送時における航空機内での漏水を防止するため，B

業者の指示によりSS，真水氷，および試料を，それぞ

れビニール袋に入れてから発泡スチロール箱に詰めた。

また，国内輸送と同様に，温度ロガーを用いて，発泡

スチロール箱内とその外側（環境）温度および魚体の

品温を測定した。

シンガポールに到着後，KB貯蔵（－1℃設定－SS

使用）と一般冷蔵庫（＋5℃設定－下氷使用）に1日間

保管後，鮮度保持効果の検証を関係者3名（（有）ホリ商

店社員1名，ノーステック財団職員2名）の官能評価に

より行った。

【試験区分】

○K B貯蔵（－1℃設定） SS使用

○一般冷蔵（＋5℃設定） 下氷使用

（3）得られた結果
ア 実証試験（高崎市輸送試験）

A業者による2日間の輸送中，発泡スチロール箱外側

の環境温度の変動は大きかったが，魚体温度はSSでは

約－1℃に，下氷では約0℃に保たれていた。

SSを使用したKB貯蔵の実際の保管温度は設定温度よ

り1℃高く，0℃前後で推移したが，貯蔵中の魚体温度

は試験開始当初から11日後まで－1℃前後で安定してい

た。また，11日後にはSSはほとんど溶解していた。一

方，一般冷蔵（＋5℃設定）の保管温度は変動が大きく，

９．高鮮度保持技術による物流促進事業（受託研究）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 菅原 玲 蛯谷幸司 小玉裕幸 飯田訓之
共同実施機関 公益財団法人 北海道科学技術総合振興センター，（有）ホリ商店，

三國水産（株），（株）マーズカンパニー，小樽機船漁業協同組合，

（株）ショクセン，北海ヤマデン（株），三井物産（株）
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SSを使用した貯蔵中の魚体温度は試験開始当初約－1

℃であったが，11日後にはSSがすべて溶解していたこ

ともあり約＋8℃に上昇した。また，対照の下氷での魚

体温度は，試験開始当初約0℃であったが，11日後に下

氷がすべて溶解し約2℃に上昇した。

魚の品質では，ヤナギノマイのK値はKB貯蔵，一般

冷蔵ともに，貯蔵日数の経過により上昇した。一方，

KB貯蔵は5日目においても魚臭が感じられなかったが，

一般冷蔵はSS使用あるいは下氷使用いずれもやや魚臭

が感じられた。

試験開始後3日目の官能評価では，SS（KB貯蔵1

日）が下氷に比べて，魚体表面に透明感や色ツヤがあ

り，刺身での試食においても，コリコリした食感が良

好と評価された。

イ 実証試験（シンガポール輸送試験）

B業者による輸送中の保管温度は－5～20℃と大きく

変動し，羽田からシンガポールへの空輸中（試験開始

1日後）と到着後の通関保管時（同日）にそれぞれ，約

18℃と約22℃と顕著に上昇した。輸送中の魚体温度は

SSでは－1℃前後であったが，下氷では＋2℃まで上昇

した。KB貯蔵（SS使用）および一般冷蔵（下氷使用）

1日後では，保管温度がそれぞれ約＋1℃と約＋4℃であ

り，そのときの魚体温度はそれぞれ約－1℃と約0℃で

あった。

試験開始後3日目に関係者3名が実施した官能評価で

は，アカガレイはSS，下氷ともにやや魚臭が感じられ

たが，刺身（生）でのいずれも喫食は可能であった。

しかし，スルメイカは表面が変色し，いずれも生食不

可と判断された。

なお，詳細については，「平成25年度高鮮度保持技術

による物流促進事業報告書」にて公益財団法人 北海

道科学技術総合振興センターへ報告した。
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（1）目的
消費者の水産物に対する高品質志向は年々強くなっ

ている。このため，水産物卸売業界では，鮮度や脂の

乗りを付加情報としてリアルタイムに表示することに

より，その品質的な優位性を消費者に直接アピールし，

販売促進に繋がる取り組みを模索している。しかしな

がら，鮮度指標であるK値や脂質含量の測定には1日以

上の分析時間を要するため，実際には販売現場でのリ

アルタイム表示は困難な状況となっている。

本研究では，水産卸売市場等で扱われる生鮮魚介類

を対象に，現場対応型の鮮度，脂質含量測定装置によ

る鮮度及び脂質含量のリアルタイム測定の可能性につ

いて検討した。

（2）経過の概要
昨年度は，ホッケ及びサメガレイを対象として，�鮮

度（K値）の簡易測定法による数値化，�脂質含量の近
赤外分光分析法による数値化について検討した。�で
は，ホッケ及びサメガレイともにK値は，簡易測定法

と高速液体クロマトグラフィー（以下，HPLC法とする）

による測定値の間に高い相関が認められた。�では，
ホッケ背肉部の脂質含量の推定検量線（以下，検量線

とする）について化学分析値との精度検定を行った結

果，その分析精度は高いものと考えられた。一方，サ

メガレイ背肉部の脂質含量の検量線精度は，ホッケの

検量線に比べて低かった。

今年度は，サメガレイ背肉部の脂質含量の近赤外分

析法による数値化について再検討するとともに，シロ

サケ背肉部の脂質含量の数値化についても検討した。

ア 近赤外分光分析法によるサメガレイの脂質含量の

数値化

試料は，札幌中央卸売市場で2012年4月19日から2013

年3月29日に販売されたサメガレイを用いた。各試料

の脂質含量は，ポータブル型近赤外分光測定機NIR−

GUN（静岡精機製，以下，NIR−GUNとする）による非

破壊測定，及びソックスレー法による化学分析から求

めた。

脂質含量の非破壊測定は札幌中央水産株式会社（以

下，札幌中央水産（株）とする）が担当し，NIR−GUN

の積算時間を30msecに設定して，肉部の表皮上から行っ

た。化学分析による脂質含量測定値（以下，実測値と

する）は，非破壊測定を行った部位をブロック状に分

取，凍結して，後日中央水試において求めた。

次に，非破壊測定による近赤外スペクトルの吸光度

2次微分値と実測値を用いて，NIR−GUNに付属するソ

フトウエアCa−Makerで重回帰分析を行い，検量線を作

成した。なお，検量線作成における選択波長範囲は850

～950nm，選択波長数は2，3及び4に設定した。さらに，

作成した各検量線の精度検定を行った。

イ 近赤外分光分析法によるシロサケの脂質含量の数

値化

試料は，札幌中央卸売市場で2013年6月15日から7

月12日に販売されたトキサケ，及び2013年11月18日に

販売されたアキサケを用いた。上記のサメガレイと同

様の方法により，各試料の背肉部位の近赤外スペクト

ル測定と，それら測定部位の化学分析を行った後，選

択波長範囲を850～950nm，選択波長数を2，3及び4

に設定してシロサケ脂質含量推定用検量線を作成し，

各検量線の精度検定を行った。

（3）得られた結果
ア 近赤外分光分析法によるサメガレイの脂質含量の

数値化

選択波長数2～4で作成した3本のサメガレイ脂質含

量の検量線について，実測値との精度検定を行った結

果，選択波長数2による場合で最も良好となった。今回

作成したサメガレイ脂質含量検量線は昨年度に比べ，

NIR−GUNによる非破壊測定値と実測値との相関が高く

なり，精度が向上した。

１０．水産品の鮮度及び脂質の数値化によるブランド化事業（受託研究）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 小玉裕幸 蛯谷幸司 菅原 玲
共同実施機関 札幌中央水産株式会社
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イ 近赤外分光分析法によるシロサケの脂質含量
の数値化

選択波長数2～4で作成した3本のシロサケ脂質含量

の検量線について，実測値との精度検定を行った結果，

選択波長数4による場合で最も良好となった。今回作成

したシロサケ脂質含量検量線では，トキサケとアキサ

ケのデータを用いたため，脂質含量は広範囲となった

が，NIR−GUNによる非破壊測定値と実測値との相関が

高く，精度は良好であった。

以上の結果から，サメガレイ及びシロサケの脂質含

量について，ポータブル型近赤外分光測定機による非

破壊測定での数値化が可能であり，生鮮水産物の販売

現場でも短時間で把握できるものと考えられた。

本事業は，今年度で終了となることより，3ヶ年で得

られた成果の概要について以下に記す。

・生鮮水産物の鮮度（K値）の数値化では，マダラ，

ホッケ及びサメガレイのK値について，簡易型鮮度測

定装置（鮮度チェッカー）により，高速液体クロマト

グラフィーでの高精度分析と同程度で測定可能である

ことを明らかとした。このことから，上記3魚種につい

ては，生鮮水産物の販売現場でも鮮度チェッカーの利

用により迅速に鮮度を把握できるものと考えられた。

・生鮮水産物の脂質含量の数値化では，ホッケ，サメ

ガレイ及びシロサケについて，化学分析による測定値

と同程度の精度で脂質含量が得られるための近赤外分

析条件を明らかとした。このことから，上記3魚種につ

いては，NIR−GUNにより非破壊かつ短時間で脂質含量

を把握できる可能性が考えられた。今後，試料数を増

やすことにより，脂質推定用検量線のさらなる精度向

上が期待できる。

なお，成果の詳細については，「平成25年度 水産品

の鮮度及び脂質の数値化によるブランド化事業報告書」

にて札幌中央水産（株）へ報告した。
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（1）目的
コンブをゾル化する方法を検討するとともに，得ら

れたゾル化コンブの加工適性を明らかとし，利用され

ずに廃棄されている間引きコンブ等を原料とした付加

価値の高い新商品開発に繋げる。

（2）経過の概要
ア 各種処理したマコンブからの板海苔様乾燥シート

の試作

原料は函館市南茅部で採取された生鮮を冷凍した成

マコンブを用い，次の3種の条件により粉砕処理を行っ

た。

�ミートチョッパー（OMEGA製，TA−32A）により

目合1.6mmで粉砕した。

�上記�の処理を行った後，高速水平カッター（（株）
FMI製FMIR−10，以下，ロボクープとする）によ

り3,000rpmで20分間粉砕した。

�上記�の処理を行った後，石臼型摩砕機（増幸産
業製MKZA−S−10，以下，マスコロイダーとする）

により摩砕部の隙間幅を0.2mmとして10回粉砕し

た。

�～�の条件で粉砕したコンブについて，粉砕状態
を確認後，ガラス板（10×10cm）に伸展して40℃で8

時間乾燥し，板海苔様シートの調製を行った。

イ マスコロイダー粉砕した各種コンブからの板海苔

様乾燥シートの試作

原料は，生鮮を凍結した成マコンブ，ホソメコンブ

及び成ナガコンブ（それぞれ函館市南茅部，余市町及

び釧路町昆布森で採取）を用い，いずれも上記ア．の

�と同じ条件により粉砕処理を行った。各粉砕コンブ
について粉砕状態を確認後，上記ア．と同じ条件で板海

苔様シートの調製を行った。

ウ 加熱及び粉砕処理した間引きコンブからの板海苔

様乾燥シートの試作

原料は，札幌市内の加工業者より供与された間引き

マコンブのボイル塩蔵品を用いた。これを流水で脱塩

後，次の3種の条件により粉砕処理を行った。

�ロボクープにより3,000rpmで5分間粉砕後，マス

コロイダーにより摩砕部の隙間幅を0.1mm以下と

して1回粉砕した。

�オートクレーブにより120℃で30分間高圧蒸煮後，

ロボクープにより3,000rpmで5分間粉砕した。

�上記�の処理を行った後，マスコロイダーにより
摩砕部の隙間幅を0.1mm以下として1回粉砕した。

各粉砕コンブについて，粉砕状態を確認後，水と混

合して海苔簾（10×10cm）上に伸展して水晒しし，50

℃で10時間乾燥して板海苔様シートの調製を行った。

なお，上記ア～ウのいずれの試料とも粉砕後の水分

を測定した。

（3）得られた結果
ア 各種処理したマコンブからの板海苔様乾燥シート

の試作

粉砕状態の比較では，マスコロイダー粉砕を行った

条件�で最も微細化が認められた。粉砕コンブ試料の
水分は，3種の条件とも87％程度で差はみられなかった。

板海苔様シートは，条件�のみ調製が可能で，条件�
及び�では亀裂を多数生じ，成型困難であった。
イ マスコロイダー粉砕した各種コンブからの板海苔

様乾燥シートの試作

粉砕状態の比較では，マコンブ及びナガコンブで微

細化が認められたが，ホソメコンブは粘性が高く，微

細化が困難であった。各粉砕コンブの水分は，マコン

ブが86.9％，ホソメコンブが83.6％，ナガコンブが85.7

％で若干の差がみられた。板海苔様シートはマコンブ

及びナガコンブで調製可能で，ホソメコンブでは乾燥

後に多数の亀裂が生じ，成型困難であった。

ウ 加熱及び粉砕処理した間引きコンブからの板海苔

様乾燥シートの試作

粉砕状態の比較では，非加熱で粉砕を行った条件�
が最も良好で，加熱処理による微細化の向上は認めら

れなかった。各粉砕コンブの水分は条件�，�，�で
それぞれ92.5%，90.7%，92.4％で大きな差はみられな

かった。板海苔様シートは，条件�～�とも調製可能

１１．ゾル化コンブを用いた食品素材の開発事業（受託研究）

担当者 加工利用部 加工利用グループ 小玉裕幸 蛯谷幸司
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で，加熱とマスコロイダー粉砕を行った条件�では全
く亀裂を生じなかった。今後，板海苔様シートの調製

に必要なコンブの前処理（加熱，粉砕）条件及び乾燥

条件等についてさらに検討を行う。

なお，詳細は「平成25年度ゾル化コンブを用いた食

品素材の開発事業報告書」にて，本事業の委託元であ

る（財）北海道科学技術総合振興センターへ報告した。
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（1）目的
水産業界等からの依頼により，水産物の試験，分析，

もしくは鑑定を行い，業界の円滑な活動を支援する。

（2）経過の概要
下記水産物の成分分析依頼があり，分析手数料につ

いては，地方独立行政法人北海道立総合研究機構諸料

金規定に基づき処理した。

1．エビの大腸菌群試験

2．アカガレイ無菌試験

3．アカガレイレトルト食品試作

4．エビの乾燥試験 など

１２．依頼試験（技術支援費）

担当者 加工利用部 蛯谷幸司 武田忠明 菅原 玲 小玉裕幸
三上加奈子 金子博実
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（1）目的
ロシア・サハリン州にあるロシア連邦サハリン漁業

海洋学研究所（略称：SakhNIRO サフニロ）との共同

研究や研究交流を行うことによって，サハリンと共通

の資源を利用する北海道の水産業と水産研究に有益な

情報を得ることを目的とする。共同研究に関しては，

資源管理部所管事業の水産国際共同調査（経常研究）

「沿岸域における低次生物生産の日ロ比較研究」で記載

し，ここでは，共同調査を円滑に推進するために実施

している研究交流について記載する。

（2）経過の概要
ア 第45回研究交流

（ア）開催場所

サハリン漁業海洋学研究所（ユジノサハリンスク）

（イ）開催日程

2013年6月26日～29日

（ウ）出席者

サフニロ：ブスロブA.V.所長，ヴァシレツP.M.企画

計画部副部長，ゾロトヴA.O.科学部副部

長，ヴェリカノヴA.Y.海洋内水面生物資源

部長，イヴシナE.R.科学部門秘書，フロロ

ヴE.V.魚病研究室長，ガラニンD.A.沿岸資

源養殖室長，ラトコヴスカヤE.M.沿岸環

境室長，キム・セントク海洋漁業研究室

長，ニチキンV.D.沿岸と淡水魚類・沿岸魚

類研究部長，ニジャエヴS.A.漁業無脊椎動

物研究部長，ブキンS.D.上級研究員，メツ

レンコヴA.V.沿岸魚類グループチーフ，

プロホロヴA.P.淡水魚類グループチーフ

さけます内水試：小出展久内水面資源部長（派遣団長）

釧路水試：美坂正調査研究部主査

中央水試：山口浩志資源管理部研究主任

通訳者：チャンセヴ・アレック（ロシア非常事態省

サハリン小型船舶検査協会）

（エ）日程

6月26日（水） 道総研派遣団は，新千歳空港から空

路ユジノサハリンスク市へ移動。

6月27日（木） 研究交流会議

甲殻類資源の生物学的状況と管理及

び内水面漁業の資源管理と養殖に関

する情報交換並びに低次栄養段階と

コンブの研究に関する情報提供，水

産国際共同調査について

6月28日（金） 研究交流会議

サフニロ研究室訪問，フィッシュマー

ケット・郷土史博物館見学

確認書の作成・合意

6月29日（土） 道総研派遣団は，ユジノサハリンス

ク市から空路新千歳空港へ移動。

（3）得られた結果
ア 第45回研究交流

（ア）甲殻類資源に関する情報交換

道総研水産研究本部とサフニロは以下の研究発表を

行い，甲殻類資源の生態，漁業管理に関する有益な研

究情報を交換した。

a ホッコクアカエビの間宮海峡における漁獲変動生物

学的適応（サフニロ ブキンS.D.）

b 北海道におけるホッコクアカエビの資源管理（中央

水試 山口浩志）

c 甲長ベースモデルによるケガニの資源評価（釧路水

試 美坂正）

（イ）内水面漁業の漁業管理と養殖に関する情報交換

道総研水産研究本部とサフニロは以下の研究発表を

行い，内水面漁業の管理や養殖について情報交換した。

a 北海道の内水面漁業と養殖業（さけます内水試 小

出展久）

b 間宮海峡東側におけるカレイ類の集団構造（サフニ

ロ スミルノヴA.V.）

Ⅳ その他
１．サハリン漁業海洋学研究所（サフニロ）との研究交流（水産国際共同調

査（経常研究））

担当者 企画調整部 企画グループ 佐藤 一

平成25年度 事業報告書 中央水試（2014）

― 204 ―



c ツナイチャ湖の魚類相構造（サフニロ メツレンコ

ヴA.V.）

（ウ）低次栄養段階とコンブの研究に関する情報提供

サフニロは以下の発表を行って，低次栄養段階とコ

ンブの研究について情報提供した。

a 南サハリン沿岸における低次生産状況（サフニロ

ボロニッチV.）

b サハリン南西沿岸におけるコンブの生態学的研究結

果から（サフニロ ガラニンD.）

（エ）第4次共同研究プログラムの結果の発表

サフニロは「日本海及びサハリン北海道沖における

コンブとウニの資源状態の研究」の結果を発表した。

その結果は2013年5月26日に札幌市で行われたシンポ

ジウム「北日本と極東ロシア水域のコンブ生産」にお

いてガラニンらが「ロシア南サハリンにおけるコンブ

議場の現状」という演題で報告した。

（オ）これからの科学的協力の議論

a「沿岸水域における低次栄養段階の生態系の比較研究」

について

・このプログラムの研究の継続について，道総研水産

研究本部とサフニロは双方の関心を確認した。

・このプログラムに関する技術的な問題は電子メール

で議論する。

b 第46回研究交流について

開催場所：北海道

開催時期：2014年6月

・詳しい日程は交通機関等を考慮して，今後決定する。

・発表課題，情報交換の具体的内容については電子メー

ルで協議し，決定する。

（カ）資料や情報の提供

・道総研水産研究本部とサフニロは，第45回研究交流

で報告されたプレゼンテーション資料を交換した。

・サフニロは道総研水産研究本部に対し，ケガニの資

源管理に関する科学刊行物のリスト及び海洋関連学

術論文の提供に感謝した。

（キ）確認書の作成

道総研水産研究本部とサフニロは，第45回研究交流

の結果を確認し，確認書を作成した。
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（1）目的
地域水産資源の有効利用と水産加工技術及び衛生管

理技術の高度化を支援するために，水産加工技術普及

指導を実施する。

（2）経過の概要
水産加工業界等が要望する技術内容は，多岐に亘っ

ており，これら要望にきめ細かく対応するため，次の

5項目の事業を実施した。

ア 水産加工に係わる講演会・研修会

水産加工業界等の技術水準の向上並びに地場産業の

発展を図るため，講習会・研修会を実施した。

（ア）せたな町

日 時：平成25年4月

対 象 者：漁業協同組合職員，女性部員

内 容：鮮度と衛生管理についての講演

参 加 人：21名

（イ）小樽市

日 時：平成25年4月

対 象 者：小樽地区漁業協同組合青年部

内 容：石狩・後志管内で水揚げされる魚の有効

利用について講演

参加人数：34名

（ウ）余市町

日 時：平成25年5月

対 象 者：余市町女性学級（余市町民）

内 容：かまぼこの製法に関する研修会

参 加 人：25名

（エ）札幌市

日 時：平成25年5月

対 象 者：一般道民

内 容：冷凍すり身の開発と展開について講演

参加人員：40名

（オ）札幌市

日 時：平成25年5月

対 象 者：水産加工協同組合員，自治体職員

内 容：水産試験場の最近の成果について講演

参加人員：20名

（カ）岩内町

日 時：平成25年8月

対 象 者：漁業協同組合・市町村職員

内 容：魚の活け締めについて研修

参加人員：10名

（キ）網走市

日 時：平成25年9月

対 象 者：北海道蒲鉾水産加工業協同組合員

内 容：新しいすり身原魚について講演

参加人員：40名

（ク）余市町

日 時：平成25年9月

対 象 者：北海道立余市紅志高等学校

内 容：サケフレーク製造に関する研修会

参加人員：60名

（ケ）鹿部町

日 時：平成25年9月

対 象 者：北海道立漁業研修所

内 容：水産加工に関する研修会

参加人員：21名

（コ）福島町

日 時：平成25年12月

対 象 者：一般，福島町職員

内 容：水産試験場における高付加価値化の取り

組みについて講演

参加人員：15名

（サ）札幌市

日 時：平成26年1月

対 象 者：漁業者，その他

内 容：魚の活け締めについて講演

参加人員：100名

２．技術の普及および指導
２．１ 水産加工技術普及指導事業

担当者 加工利用部 飯田訓之 蛯谷幸司 武田忠明 菅原 玲
小玉裕幸 三上加奈子 金子博実
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イ 巡回技術指導

企業等の要望に応じ，個々の企業を訪問して当面す

る技術的問題点に関する指導，助言を以下の地域で行っ

た。

余市町，小樽市，岩内町，せたな町

ウ 北海道の水産加工振興に係わる連絡会議

公設水産加工研究施設と水産試験場との関係を密に

し，地域水産加工業の発展に寄与するため，連絡会議

を開催した。

日 時：平成25年7月30日

場 所：標津町生涯学習センター

参集機関：釧路市水産加工振興センター，標津町ふ

れあい加工体験センター，羅臼町水産商

工課，オホーツク圏地域食品加工技術セ

ンター，釧路工業技術センター，北海道

立工業技術センター，食品加工研究セン

ター，中央水産試験場，釧路水産試験場，

網走水産試験場

参加人員：25名

内 容：

・公設研究施設の事業説明

・北海道立総合研究機構研究機関の事業説明

・話題提供

テーマ「公設試験研究機関及び北海道立総合研究

機構の研究成果」

�函館地域における産学官連携，�ホタテガイの新
たな利用技術開発－卵巣からの機能性色素素材の開

発，�ホタテガイの加工利用研究について
エ 加工技術相談

68件の加工技術相談に対応した。

オ 他機関主催事業に係わる審査，相談等

（ア）北洋銀行中小企業新技術研究助成事業の審査

応募企業1件について審査した。

（イ）北海道加工食品コンクール審査会

北海道食品産業協議会の主催で，札幌市において平

成26年2月に開催され，約49品目について審査を行っ

た。
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指導事項 実施月 実施場所又
は方法 対象者 人数 指導事項の概要 担当者

資源管理グループ

技術相談 4月 電話 北海道 1 資源評価結果（高水準）について 星野

技術相談（企業） 4月 電話 マスコミ関係 1 厚岸で獲れるシラウオの種類，大きさ，形態
について 山口

技術相談（企業） 4月 電話 マスコミ関係 1 ニシン大漁の背景について 星野

技術相談 4月 電子メール 指導所 1 ニシン付着卵の系統（湾系・春）について 星野

技術相談 4月 電子メール 教育機関 1 マダラのby−catchの実態について 星野

技術相談 4月 電話・電子
メール 研究機関 1 マダラセシウムの風評被害状況について 星野

技術相談 4月 電話・電子
メール 教育機関 1 石狩でのシジミ採取について 星野

技術相談 4月 余市町 漁業関係者 2 種別不明の魚の鑑定 星野

技術相談（企業） 5月 電話 マスコミ関係 1 日本海のホッコクアカエビの生態・漁場につ
いて 山口

技術相談 5月 余市町 漁業関係者 1 虫の種同定 星野

技術相談 5月 電話・電子
メール 地方自治体 1 北海道産トヤマエビに付着していた異物につ

いて 山口

技術相談 6月 電話・電子
メール 北海道 1 過去の石狩湾系ニシン漁獲量について 志田・金田

技術相談（企業） 6月 電話 食品加工業者 1 キュウリウオの生態と漁業について 星野

技術相談（企業） 6月 場内 マスコミ関係 1 2013年ニシン総括について 星野

技術相談（企業） 6月 電話 マスコミ関係 1 2013年ニシン総括について 星野

技術相談（企業） 6月 場内 マスコミ関係 1 武蔵堆にアマエビが多い理由について 山口

技術相談（企業） 6月 場内 食品加工業者 1 エビの殻によるバナメイエビの同定について 山口

技術相談（企業） 6月 場内 マスコミ関係 3 イカナゴについて 高嶋

技術相談（企業） 6月 電話 マスコミ関係 1 日本海のケガニ漁について 星野

技術相談（企業） 7月 場内 一般企業 2 南部ベニズワイの漁業調整について 星野

技術指導（講演等） 7月 札幌市 北海道 30 マツカワニシンについて 星野

技術相談（企業） 7月 電話 マスコミ関係 1 ブリ大漁について 星野

技術指導（講演等） 7月 場内 漁業関係者 20 北海道のカニ漁業，べにずわいについて 星野

技術指導（講演等） 7月 小樽市 教育機関 数百 ニシンについて 星野

技術相談（企業） 8月 電話 マスコミ関係 1 海の高水温に起因する特異現象について 志田

技術相談（企業） 8月 電話 マスコミ関係 1 海の高水温に起因する特異現象について 志田

技術相談（企業） 8月 電話 マスコミ関係 1 海の高水温に起因する特異現象について 山口

技術相談（企業） 8月 電話 マスコミ関係 1 海の高水温に起因する特異現象について 志田

技術指導（講演等） 9月 釧路市 研究機関 60 ヒラメの資源評価について 星野

技術相談（企業） 9月 電話 マスコミ関係 1 ホッケについて 高嶋

技術指導（講演等） 9月 高知市 研究機関 20 北海道におけるブリ漁業の現況について 星野

技術相談 10月 余市町 漁業関係者 1 珍魚種同定 星野

技術相談 10月 電話 一般市民 1 余市での最後の群来などニシンについて 星野

技術指導（講演等） 10月 場内 教育機関 17 水産生物の年齢査定について 星野

技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 猿払の定置網で漁獲されたソウシハギについ
て 志田

技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 ブリ豊漁について 星野

技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 築地で道産ブリ入荷増の背景，ブリ生態につ
いて 星野

技術指導（講演等） 10月 札幌市 漁業関係者 37 ニシン調査報告等について 星野

技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 北海道と道太平洋のマダラの漁獲量について 本間

２．２ 一般指導
２．２．１ 資源管理部
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指導事項 実施月 実施場所又
は方法 対象者 人数 指導事項の概要 担当者

技術指導（講演等） 10月 札幌市 漁業関係者 40 ハタハタ来遊予測について 星野
技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 石狩湾のシャコについて（生態や漁業） 本間
技術相談 10月 余市町 漁業関係者 3 種同定 星野
技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 標準和名ボタンエビについて 山口
技術相談（企業） 11月 電話 マスコミ関係 1 太平洋のマダラについて（生態や漁業など） 本間
技術指導（講演等） 11月 札幌市 北海道 20 石狩湾系ニシンの資源動向について 星野
技術相談 11月 場内 漁業関係者 1 ハタハタの卵移植と資源管理について 星野
技術指導（講演等） 11月 石狩市 漁業関係者 20 昨年度調査実績と今年度調査について 星野
技術相談 11月 場内 漁業関係者 1 珍しい魚の同定 本間・山口
技術相談（企業） 11月 電話 マスコミ関係 1 石狩湾ハタハタについて 星野
技術相談（企業） 12月 場内 漁業関係者 14 ハタハタ卵の移植（秋田→石狩）について 星野

技術相談 12月 電話 北海道 1 北海道周辺の水温上昇について（議会答弁内
容の確認） 三宅

技術相談（企業） 12月 電話 マスコミ関係 1 ホッケの漁況等について 高嶋
技術相談（企業） 12月 電話 マスコミ関係 1 ブリについて 星野
技術指導（講演等） 12月 札幌市 漁業関係者 40 ニシン動向と予報について 星野
技術指導（講演等） 12月 石狩市 漁業関係者 30 ニシン動向と予報について 星野
技術相談（企業） 12月 場内 マスコミ関係 2 高水温による今後の影響について 星野
技術指導（講演等） 12月 石狩市 北海道 30 ニシン見通し等について 星野

技術相談（企業） 12月 電話 一般企業 1 木古内沖で採集されたカタクチイワシ仔魚に
ついて 本間

技術相談（企業） 1月 電話 マスコミ関係 1 ニシン来遊遅れについて 星野
技術相談 1月 電子メール 教育機関 1 ホッケの資源と漁獲の動向について 高嶋
技術相談（企業） 1月 電話 マスコミ関係 1 ニシン来遊遅れについて 星野
技術相談 1月 電話 研究機関 1 本道ハタハタ漁獲状況について 星野
技術相談 1月 電話 漁業関係者 1 今年の群来について 高嶋
技術相談（企業） 1月 電話 マスコミ関係 1 ニシン群来について 星野
技術相談（企業） 1月 電話 マスコミ関係 1 ニシン群来について 星野

海洋環境グループ
技術指導 4月 電子メール 研究機関 1 北海道太平洋の海藻窒素同位体比について 栗林

技術相談 4月 電話 指導所 1 平成24年度の北海道磯焼け対策連絡会議の発
表内容について 栗林

依頼試験 4月 場内 指導所 2 栄養塩分析依頼試験 栗林
依頼試験 4月 場内 指導所 2 クロロフィル分析依頼試験 栗林
技術指導 4月 場内 指導所 1 クロロフィル分析指導 栗林
技術相談（企業） 4月 電話 北海道 1 ヌタについて 嶋田
技術指導 4月 場内 指導所 1 クロロフィル分析指導 栗林

技術相談（企業） 5月 電話 マスコミ関係 1 麻痺性貝毒原因生物アレキサンドリウム・タ
マレンセについて 嶋田

技術相談（企業） 5月 電話 マスコミ関係 1 麻痺性貝毒原因生物アレキサンドリウム・タ
マレンセについて 嶋田

技術指導 5月 電話・電子
メール 指導所 1 沿岸環境調査アクセスによるグラフ作成につ

いて 栗林

技術相談（企業） 5月 場内 水産関係企業 3 麻痺性貝毒原因生物アレキサンドリウム・タ
マレンセについて 嶋田

技術相談（企業） 5月 電話 マスコミ関係 1 4月以降のヌタ発生とニシンの不漁の関係につ
いて 嶋田

技術指導 6月 電話 指導所 1 沿岸環境調査アクセスにおける連続データに
ついて 栗林

技術指導 6月 場内 指導所 1 クロロフィル分析指導 栗林
技術指導 6月 場内 指導所 1 クロロフィル分析指導 栗林

技術指導 6月 電子メール 指導所 1 NH4分析値のマイナス要因について，栄養塩が
コンブに与える影響等参考になる文献について 栗林

技術相談 6月 電子メール 教育機関 1 日本海の有孔虫について 栗林
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指導事項 実施月 実施場所又
は方法 対象者 人数 指導事項の概要 担当者

技術相談（企業） 8月 電話 マスコミ関係 1 高水温と魚への影響について 浅見

技術指導（講演等） 8月 札幌市 北海道 9
上ノ国藻場再生実証事業調査結果，寿都町藻
場再生対策総合事業の事前調査結果及び調査
計画について

栗林

技術相談（企業） 8月 場内 マスコミ関係 1 ヌタの発生について 嶋田
技術相談（企業） 8月 場内 マスコミ関係 1 ヌタの原因について 嶋田

技術指導（講演等） 9月 札幌市 北海道 13
上ノ国藻場再生実証事業調査結果，寿都町藻
場再生対策総合事業の事前調査結果及び調査
計画について

栗林

技術相談（企業） 9月 電話 マスコミ関係 1 道北海域の水温について 西田
技術相談 9月 電話 地方自治体 1 余市前浜水温について（評価の方法） 西田

技術相談（企業） 9月 電話 マスコミ関係 1 最近室蘭近辺で南方系の魚が捕れる理由につ
いて 嶋田

技術相談（企業） 9月 電話 マスコミ関係 1 最近オホーツク海沿岸で南方系の魚が捕れる
理由について 嶋田

技術相談 9月 場内 漁業関係者 1 余市前浜水温について 浅見
技術指導 10月 場内 指導所 2 クロロフィル分析指導 栗林
技術指導 10月 場内 指導所 1 クロロフィル分析指導 栗林

技術相談 10月 電話 教育機関 1 クロロフィル分析のためのサンプル保存方法
とえりも周辺海域の海洋環境について 栗林

技術指導 10月 場内 指導所 2 クロロフィル分析指導 栗林
技術指導 10月 場内 指導所 1 クロロフィル分析指導 栗林
技術指導 10月 場内 指導所 2 クロロフィル分析指導 栗林
技術指導 10月 場内 指導所 2 クロロフィル分析指導 栗林
技術相談 10月 電子メール 指導所 1 養殖マコンブ葉体緑変試験結果について 栗林
技術相談（企業） 11月 場内 一般企業 1 北海道日本海の栄養塩データについて 栗林
技術相談 11月 電話 北海道 1 極端に低いクロロフィル値について 栗林
技術指導（講演等） 11月 東京都 国 200 北海道における施肥と藻場再生について 栗林
技術相談 11月 電子メール 指導所 1 正月中の培養液補充の件について 栗林
技術相談 11月 電子メール 北海道 1 クロロフィル分析の前処理について 栗林

技術相談（企業） 12月 電話・電子
メール マスコミ関係 1 スルメイカ回遊経路に関する海水温について 浅見・西田

技術相談（企業） 12月 電話・電子
メール マスコミ関係 1

北水試だよりの記事（2013年春季に日本海か
らオホーツク海沿岸で発生した「ヌタ」の原
因生物と海洋環境との関係）の水産新聞H26
新年号への引用依頼

嶋田

技術指導 12月 場内 指導所 1 栄養塩分析指導 栗林
技術指導 12月 場内 指導所 1 栄養塩分析指導 栗林
技術相談（企業） 1月 電話 マスコミ関係 1 余市港水温について 浅見

技術指導（講演等） 1月 札幌市 国 250
古コンブ標本が紐解く近代日本海のミステリー
－磯焼け発生前のコンブはニシンの栄養で育っ
た－

栗林

技術相談 1月 電子メール 北海道 1 襟裳沿岸のコンブと海洋環境について 栗林
技術相談 2月 電話 指導所 1 檜山沿岸の低水温について 栗林
技術相談 3月 電話 指導所 1 アワビの斃死と海洋環境について 栗林
技術相談 3月 電子メール 北海道 1 栄養塩調査に係る採水について 栗林
技術指導（講演等） 3月 雄武町 漁業関係者 50 サケ沿岸調査結果報告 嶋田
技術相談（企業） 3月 場内 マスコミ関係 1 日ロ研究交流事業の情報提供について 品田
技術相談 3月 電話・FAX 漁業関係者 1 マダラ，ニシンの餌，氷雪藻について 浅見
技術相談 3月 電子メール 指導所 1 沿岸環境調査アクセス入力について 栗林

技術相談 3月 電子メール 教育機関 1 親潮域のマイクロ動物プランクトン現存量に
ついて 品田

技術相談 3月 電子メール 教育機関 1 根室湾の水温塩分データについて 栗林
技術相談 3月 電話 指導所 2 沿岸環境調査アクセス入力について 栗林
技術相談 3月 電子メール 地方自治体 1 今冬の低水温と資源の情報について 栗林

技術相談 3月 電子メール 指導所 1 次年度以降の沿岸環境調査アクセス入力につ
いて 栗林

技術相談 3月 電話 指導所 1 ティドビットデータをウィンドウズ7で読み取
る方法について 栗林
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指導事項 実施月 実施場所又
は方法 対象者 人数 指導事項の概要 担当者

資源増殖グループ

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 4月 場内 水産関係企業 1 コンブ遊走子の拡散距離について 秋野

技術相談 4月 電話 北海道 1 ノリの増殖について 秋野

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術相談（企業） 4月 場内 マスコミ関係 3 日本海ニシンについて 瀧谷

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術相談 4月 電話 漁業関係者 1 網につくヌタについて 秋野

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 4月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術相談（企業） 4月 場内 マスコミ関係 1 桧山海域のニシンについて 蔵田

技術指導（企業） 4月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談 5月 電話・電子
メール 漁業関係者 1 マツカワが落ちている原因について 伊藤

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

２．２．２ 資源増殖部
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技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談（企業） 5月 電話 マスコミ関係 1 磯焼けについて 秋野

技術相談（企業） 5月 電話 マスコミ関係 1 磯焼けについて 秋野

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 アワビのキセノハリオチス症検査
中島・三浦・
�谷・瀧谷・
伊藤

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 1 エゾアワビのキセノハリオチス検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 5月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 漁業関係者 アワビのキセノハリオチス症検査
中島・三浦・
�谷・石野・
伊藤

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 漁業関係者 1 エゾアワビのキセノハリオチス検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談 6月 電話 地方自治体 1 ナマコの養殖について 中島

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 地方自治体 アワビのキセノハリオチス症検査
三浦・�谷・
石野・秋野・
伊藤

技術指導（企業） 6月 場内 漁業関係者 1 エゾアワビのキセノハリオチス検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部
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技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 6月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 6月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談（企業） 7月 電話 マスコミ関係 1 ニシン稚魚の見分け方 瀧谷

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談（企業） 7月 電話 マスコミ関係 1 ニシンの漁獲規制について 瀧谷

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 水産関係企業 1 海藻の同定 秋野

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 水産関係企業 1 海藻の同定 秋野

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 漁業関係者 1 ヒラメVNN検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術相談（企業） 7月 電話 マスコミ関係 1 ウニの味に関する既存知見について（メルマ
ガより） 秋野

技術相談（企業） 7月 電話 一般企業 1 海苔の色落ちに対する施肥効果について 秋野
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技術相談 7月 電話 北海道 1 PCR法について 伊藤

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術指導（企業） 7月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 阿部

技術相談（企業） 7月 電話 マスコミ関係 1 マツカワVNN検査について 伊藤

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談（企業） 8月 電話 一般企業 1 ウニの養殖について 瀧谷

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談（企業） 8月 電話 一般企業 1 福島県の復興支援のためマツカワの種苗販売
元の照会 伊藤

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 8月 場内 漁業関係者 ヒラメクドア検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（講演等） 8月 札幌市 北海道 9 寿都町藻場再生対策総合事業の事前調査結果
及び調査計画 高谷・秋野

技術相談（企業） 8月 電話 マスコミ関係 1 エゾバフンウニの減少要因について 蔵田

技術指導（企業） 8月 場内 水産関係企業 1 海藻の同定 秋野

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談 8月 電話 北海道 1 マツカワのVNNについて 伊藤

技術指導（企業） 8月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談 9月 電話 地方自治体 1 ヒラメの一時蓄養での傷と水質について 中島

技術指導（企業） 9月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（講演等） 9月 札幌市 北海道 13 寿都町藻場再生対策総合事業の事前調査結果
及び調査計画 高谷・秋野

技術指導（企業） 9月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 9月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 9月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 9月 場内 漁業関係者 1 クロソイの死亡原因について 伊藤

技術相談 9月 電話 地方自治体 1 傷ヒラメ飼育について（人工・滅菌海水） 中島

技術指導（講演等） 9月 函館市 北海道 18 マツカワのVNNについて 三浦

技術指導（企業） 9月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 9月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部
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技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（講演等） 10月 上ノ国町 地方自治体 15 ニシン放流追跡調査（中間報告） 瀧谷

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談（企業） 10月 電話 マスコミ関係 1 磯焼け現場の動画提供について 高谷

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 10月 場内 漁業関係者 1 エゾアワビのキセノハリオチス検査 三浦・伊藤

技術指導（企業） 10月 場内 漁業関係者 エゾアワビキセノハリオチス検査
中島・�谷・
瀧谷・三浦・
伊藤

技術指導（企業） 10月 場内 漁業関係者 1 ホソメコンブ種苗生産について 秋野

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 10月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 11月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 11月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 11月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 11月 場内 北海道 天然アワビ（奥尻）のキセノハリオチス調査 三浦・瀧谷・
伊藤

技術相談（企業） 11月 電話 食品加工業者 1 スケソウダラについている寄生虫数の多い寄
生虫について 伊藤

技術相談 11月 電話 漁業関係者 1 ニフルスチレン酸ナトリウムについて 伊藤

技術相談 11月 電話 指導所 1 ホッキガイ調査で得られた3～7 mmの年齢 中島

技術指導（企業） 11月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 11月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 北海道 マツカワVNN親魚調査 伊藤

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談 12月 電話・電子
メール 北海道 1 アカボヤの死亡原因について 伊藤

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談（企業） 12月 電話 マスコミ関係 1 ホッカイエビとアマモ場の関係 高谷

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦
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技術指導（講演等） 12月 乙部町 漁業関係者 20 ニシンの系群と檜山のニシンについて 瀧谷

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（講演等） 12月 せたな町 漁業関係者 25 ニシンの系群と檜山のニシンについて 瀧谷

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 12月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談（企業） 1月 電話 マスコミ関係 1 マコンブ，リシリコンブ，羅臼コンブの生息
環境の違いについて 秋野

技術相談 1月 電話・電子
メール 指導所 1 養殖リシリコンブの脱落対策についての相談 秋野

技術相談 1月 電話・電子
メール 北海道 1 ヒジキの増殖に関する相談 秋野

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 1月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談 2月 電話・電子
メール 北海道 1 休眠状態のコンブがあるかどうかについて 秋野

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術指導（企業） 2月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦

技術相談（企業） 2月 電話 マスコミ関係 1 檜山のニシンについて 瀧谷

技術指導（講演等） 3月 寿都町 漁業関係者 20 ニシンについて 瀧谷

技術指導（企業） 3月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術相談（企業） 3月 電話 マスコミ関係 1 ニシンの地域別放流実績について 瀧谷

技術指導（企業） 3月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部

技術指導（講演等） 3月 小樽市 教育機関 200 磯焼けについて 秋野

技術指導（企業） 3月 場内 食品加工業者 韓国向けホタテ輸出証明 三浦・阿部
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水産工学グループ

技術相談（企業） 4月 電話 マスコミ関係 1 ヒトデ駆除具のスターモップについて 秦

技術相談 4月 場内 水産関係企業 1 地盤硬度計の海中での使用について 金田

技術相談 7月 電話 漁業関係者 1 対応者が作成した「ヒトデ駆除指針」に記載
の参考文献についての照会 秦

技術相談 10月 電話 国 1 濃昼川護岸工事にかかる落ち葉だまりへの影
響について 金田

技術相談 10月 電話・電子
メール 北海道 1 フシスジモクの成長と成熟について 金田

技術指導（企業） 10月 場内 水産関係企業 2 自作地盤硬度計の較正 金田

技術相談 11月 電話 北海道 1 ケウルシグサのソイ類への影響について 金田

技術相談（企業） 2月 場内 水産関係企業 2 コンクリート魚礁の効果について 金田

技術相談 3月 場内 国 1 水中騒音・海底振動が魚類に及ぼす影響につ
いて 福田

技術相談（企業） 3月 電話 水産関係企業 1 ロシア産ウニの養殖について 干川
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開催時期 会議等の名称 開催場所
参加
人数

内容等

24. 5. 20 余市町女性学級講座 余市町 46人 施設見学
かまぼこ作り実習

25. 8. 7 水産研究本部成果発表会 札幌市 238人 最新の研究成果について，口頭発表7題，ポスター発
表7題

25. 11. 28 水産試験研究プラザ 寿都町 57人 ナマコ，ホッケなどの生態と資源管理についての説
明，意見交換

25. 12. 2 水産試験研究プラザ 石 狩 市
（厚田）

46人 ニシン資源の見通しと高付加価値化などについての
説明，意見交換

25. 12. 12 水産試験研究プラザ 古平町 52人 スケトウダラとホッケの資源状況などについての説
明，意見交換

26. 2. 6 水産試験研究プラザ 余市町 42人 海洋環境変化やニシンとブリの資源生態についての
説明，意見交換

区 分 件数（件） 人数（人） 摘 要

管 内
（石狩振興局・後志総合振興局）

19 423

道 内
（上記以外）

7 123

道 外 6 70

国 外 3 41

合 計 35 657

３．試験研究成果普及・広報活動
（主なもの）

４．研修・視察来場者の記録
（事前に連絡のあったもの）
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５．所属研究員の発表論文等一覧

資源管理部門

（資源管理グループ）

北海道日本海におけるハタハタ資源のふ化時期：星野 昇（中央水試） 平成25年度日本水産学会春季大会講演要旨集，

27，2013.4

耳石断面観察によるホッケ道北群の年齢査定法と年齢－サイズ関係：高嶋孝寛，星野 昇（中央水試），板谷和彦（稚

内水試），前田圭司（栽培水試），宮下和士（北大FSC） 日本水産学会誌，79（3），383−393，2013.5

耳石断面観察によるホッケ道北群の年齢査定法と年齢－サイズ関係：高嶋孝寛（中央水試） 平成25年度水産研究成果

情報＜http : //www.fra.affrc.go.jp/kseika/kseikaindex.html＞，水産総合研究センター，2013

ヒラメの漁獲状況について：星野 昇（中央水試） 育てる漁業，464.2013.8

トドの生態と漁業被害実態について－出現実態・生態把握事業（有害生物漁業被害防止総合対策事業）－：和田昭彦

（中央水試），平成25年度水産研究本部成果発表会，2013.8

ホッケの漁獲量と水温との関係：分布北上の傍証：森田昌子，黒田 寛（北水研），高嶋孝�（中央水試） 平成25

年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，3，2013.9

ホッケ道北系群のABC算定に使用する係数について：檜山義明（日水研），高嶋孝�（中央水試），平松一彦（東大大
海研），森田昌子（北水研） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，4，2013.9

トドの外部形態と内臓器官における相対成長：和田昭彦，星野 昇（中央水試），三橋正基（釧路水試），磯野岳臣（北

水研），小林由美（北大院水） 第29回日本霊長類学会・日本哺乳類学会2013年度合同大会演要旨集，195，2013.9

トドによる漁業被害と沿岸漁業の関係：和田昭彦（中央水試），山村織生（北水研） 横浜国立大学公開セミナー，減

る水産物、増える海獣－絶滅危惧の水産生物と持続可能な漁業－2013.9

北海道周辺海域の水産資源評価発信中�：志田 修（中央水試） 試験研究は今 753，2014.1

Interannual changes in the timing of walleye pollock spawning migration and their impacts on the gillnet fishery in the

southwestern Pacific coast of Hokkaido, Donan area, Japan : Osamu Shida, Yukio Mihara（中央水試）, Takashi Mutoh

（栽培水試）, Kazushi Miyashita（北大FSC）Fisheries Science 80, 173−179, 2014. 3

Comparison of factors affecting recruitment variability of walleye pollock Theragra chalcogramma in the Pacific Ocean

and the Sea of Japan off northern Japan : Tetsuichiro Funamoto, Orio Yamamura（北水研）, Osamu Shida（中央水試）,

Kazuhiko Itaya（稚内水試）, Ken Mori, Yoshiaki Hiyama（北水研）, Yasunori Sakurai（北大院水）Fisheries Science 80,

117−126, 2014. 3
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2011年8月と10月の北海道西部日本海において観察されたスケトウダラ幼魚の食性：野村 温，久保徹郎（北大院水），

志田 修（中央水試），板谷和彦（稚内水試），伊藤 靖（漁村研），桜井泰憲（北大院水） 北水試研報 85，13−19，

2014.3

日本海スケトウダラの加入量を早期に知る：板谷和彦（稚内水試），三宅博哉（中央水試） 北水試だより，88，1−4，

2014.3

「北海道ケガニABC算定のための基本規則」の策定について：美坂 正（釧路水試），佐々木 潤（栽培水試），田中伸

幸（網走水試），三原栄次（稚内水試），三宅博哉（中央水試） 北水試だより，88，5−10，2014.3

ホッケ道北群における年齢別成熟率の年変動：高嶋孝�，浅見大樹，星野 昇，志田 修（中央水試），前田圭司，岡

田のぞみ（栽培水試），宮下和士（北大FSC） 平成26年度日本水産学会春季大会講演要旨集，16，2014.3

ホッケ道北系群のABC算定に使用する係数について－2 ABCの再評価における係数の計算年：檜山義明（日水研），高

嶋孝�（中央水試），平松一彦（東大大海研），森田昌子（北水研） 平成26年度日本水産学会春季大会講演要旨集，

16，2014.3

スケトウダラ日本海北部系群の産卵群の分布と現存量の推移：志田 修，本間隆之，和田昭彦，三原行雄，三宅博哉

（中央水試），武藤卓志，石田良太郎（栽培水試），渡野邉雅道（函館水試），板谷和彦（稚内水試） 平成26年度日本水

産学会春季大会講演要旨集，19，2014.3

スケトウダラ日本海北部系群の着底期幼魚の食性，餌環境，栄養状態の年比較：井村海渡アンドリュー，中野 翼，

桜井泰憲（北大），野村 温（北大院工），板谷和彦（稚内水試），伊藤 靖（漁村研），志田 修，本間隆之（中央水

試）：平成26年度日本水産学会春季大会講演要旨集，95，2014.3

（海洋環境グループ）

海洋環境の変化に対して春ニシンが示した応答の例：田中伊織（中央水試） 2013年度日本海洋学会秋季大会講演要旨

集，182，2013.9

北海道における海洋環境モニタリングの現状と成果：浅見大樹（中央水試） 月刊海洋，45（8），356−363，2013.8 8

Seasonal changes in zooplankton community structure in Ishikari Bay, Japan Sea : Arima, D., A. Yamaguchi, Y. Abe（北

大院水）, K. Matsuno（極地研）, R. Saito（東大大気海洋研）, H. Asami, H. Shimada（中央水試）and I. Imai（北大院水）,

Bulletin of Fisheries Science, Hokkaido University, Vol. 64, No.1, pp17−23. 2014.3

宗谷海峡西方日本海の海洋構造と季節変化：中多章文（稚内水試）・浅見大樹（中央水試）・前田圭司（栽培水試） 2013

年海洋学会秋季大会講演要旨集181，2013.9

北海道東オホーツク海における春～秋季にかけての大型カイアシ類の季節消長－特にMetridia okhotensisについて－：

浅見大樹（中央水試）・岩渕雅輝（エコニクス） 2013年度日本プランクトン学会・ベントス学会合同大会講演要旨集，

117，2013.9
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石狩湾における動物プランクトン群集の季節変化、特に小型カイアシ類の生活史について：有馬大地（北大院水産），

山口 篤（北大院水産），松野孝平（極地研），阿部義之（北大院水産），斉藤 類（東大大気海洋研），浅見大樹，嶋

田 宏（道中央水試）・今井一郎（北大院水産）2013年度海洋学会秋季大会講演要旨集，240，2013.9

麻痺性貝毒減毒期におけるホタテガイ中腸腺の毒組成変化について：三上加奈子，武田忠明，嶋田 宏（中央水試），

渡辺龍一（中央水研），鈴木俊之（中央水研） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，62，2013.9（再掲）

Seasonal changes in the zooplankton community and number of generations per year of small copepods in Ishikari Bay，

Sea of Japan : Arima, D., A. Yamaguchi, Y. Abe（北大院水），K. Matsuno（極地研）, R. Saito（東大大気海洋研）, H. Asami,

H. Shimada（中央水試）and I. Imai（北大院水）, 2013 PICES Annual Meeting, Abstract BIO−P−P2, 2013 Oct.11−20,

Nanaimo, Canada.

北海道日本海で採集されたホッケ仔稚魚の分布と孵化日組成：鈴木祐太郎・板谷和彦（稚内水試）・城 幹昌（網走水

試）・高畠信一（栽培水試）・浅見大樹（道中央水試） 2013年度日本水産学会講演要旨集，151，2014.3

北海道沖日本海におけるホッケ仔稚魚の食性：石森謙太郎（北大水），浅見大樹（中央水試），鈴木祐太郎（稚内水試），

城 幹昌（網走水試），藤岡 崇（函館水試）・中屋光裕（北大水）・高津哲也（北大院水）2013年度日本水産学会講演

要旨集，94，2014.3

宗谷暖流域に発生する低気圧生渦の観測：西田芳則，嶋田 宏，浅見大樹（中央水試） 2013年度日本海洋学会秋季大

会講演要旨集，217，2013.9

日本海奥尻海峡北部沿岸域で卓越する日周潮流：西田芳則，田中伊織（中央水試），成田伝彦（檜北水指） 2014年度

日本海洋学会春季大会講演要旨集，102，2014.3

2013年春季北海道沖日本海における大型珪藻Coscinodiscus wailesiiブルーム発生と海洋環境の関係：嶋田 宏，品田晃

良，栗林貴範（中央水試） 2013年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集，239，2013.9

14．麻痺性貝毒原因生物：石川輝（三重大），嶋田 宏（中央水試） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，184，

2013.9

2013年春季北海道日本海～オホーツク海沿岸における大型珪藻Coscinodiscus wailesiiブルームと「ヌタ」発生：嶋田

宏，品田晃良，栗林貴範（中央水試） 平成25年度日本水産学会北海道支部大会講演要旨集，A10，2013.9

デジタル一眼レフカメラとマクロレンズを用いた動物プランクトン試料の撮影と生物測定：嶋田 宏（中央水試），奥

修（ミクロワールドサービス） 日本プランクトン学会報，61，87−90，2014. 2

リシリコンブモニタリングデータの解析：品田晃良，西田芳則，栗林貴範（中央水試），川井唯史（稚内水試） 日本

水産工学学会春季シュンポジュウム要旨集，6−7，2013. 5

北海道における衛星情報の利用可能性について：品田晃良（中央水試） 平成25年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集，

50，2013. 9
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オホーツク海北海道沿岸域における春季ブルームと沈降粒子フラックスの関係：照本昂之，工藤勳（北海道大学大学

院），宮園 章，三好晃治（網走水試），品田晃良（中央水試） 平成25年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集，250，

2013. 9

オホーツク海北海道沿岸における地まきホタテガイの貝柱重量と海洋環境の関係：品田晃良（中央水試），宮園 章，

三好晃治（網走水試） 2013年度水産海洋学会研究発表大会講演要旨集，17，2013. 11

ホタテガイの成長と餌料環境：三好晃治，�原康裕，宮崎亜希子，多田匡秀，宮園章（網走水試），品田晃良（中央水
試），照本昴之，工藤勲（北海道大学大学院） 平成25年度日本水産学会北海道支部大会講演要旨集，B14，2013. 12

古コンブ標本に残されたδ15Nの解読により得られたかつてのニシン産卵群による北海道沿岸への栄養輸送の可能性：

栗林貴範（中央水試），阿部剛史（北大総合博物館），門谷 茂（北大院水産） 日本地球惑星科学連合2013年大会要旨

集，2013.5

Detecting 15N records in paleo−laminaria specimen ; Evidence of herrings derived DIN to the west coast of Hokkaido，

Japan

: Takanori Kuribayashi（中央水試），Tsuyoshi Abe（北大総合博物館）, Shigeru Montani（北大院水産）Japan Geoscience

Union Meeting 2013 Abstracts, 2013.5

栄養塩とコンブ藻場再生：栗林貴範，西田芳則（中央水試），赤池章一（函館水試） 平成25年度日本水産工学学会学

術講演会春季シンポジュウム要旨集，8−9，2013.5

北海道日本海沿岸における栄養塩濃度の長期トレンドと海藻藻場：栗林貴範（中央水試），阿部剛史（北大総合博物館），

門谷 茂（北大院水産） 2013年度日本海洋学会秋季大会講演要旨集，41−42，2013.9

北海道南西部磯焼け海域における施肥とウニ類密度管理による藻場再生試験：赤池章一，奥村裕弥（函館水試），吉田

秀嗣（道原子力環セ），栗林貴範，浅見大樹（中央水試） 2013年度日本水産学会講演要旨集，85，2014.3

2013年春季の北部日本海における大型珪藻ブルーム発生と動物プランクトン群集の応答：嶋田 宏，栗林貴範，品田

晃良 2013年度日本水産学会講演要旨集，195，2014.3

資源増殖部門

（資源増殖グループ）

ウニ類の行動を観察するための新しい実験装置（短報）：高谷義幸（中央水試） 水産技術，6（2），175−178，2014.2

給餌率を変えて飼育したマツカワ稚魚の瞬間成長率と躯幹成分との関係：高谷義幸（中央水試），佐藤敦一（栽培水試）

北水試研報 85，21−24，2014.3

（水産工学グループ）

飼育下におけるチシマタマガイのアサリ捕食量：秦 安史（中央水試） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，

76，2013，9
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チシマタマガイの侵入防止フェンスの開発に関する水槽試験：秦 安史（中央水試） 試験研究は今 749 2013.11

東京湾のアサリを増やすには：張 成年（中央水研），山本敏博，丹羽健太郎（増養殖研横須賀），日向野純也，淡路

雅彦，松本才絵，長谷川夏樹（増養殖研南勢），櫻井 泉（東海大），秦 安史（中央水試），鈴木秀和（東京海洋大），

宮脇 大，村内嘉樹（愛知県水試），水野知己，羽生和弘，程川和宏（三重県水研），内川純一，生嶋 登（熊本県水

研セ） 東京湾の漁業と環境，5，29−47，2014.3

エゾアワビ資源回復の取り組み－放流貝による親集団造成は可能か？－：干川 裕（中央水試） 長崎県アワビ種苗生

産技術研究会講演要旨，2013.9

道総研水産試験場の磯焼け対策研究について：干川 裕（中央水試） 長崎県アワビ種苗生産技術研究会講演要旨，2013，

9

道総研水産研究本部が進める磯焼け研究グランドデザインについて：干川 裕（中央水試） 育てる漁業，463，3−7，

2013.10

広域波浪観測データから予測したウニ摂餌圧：金田友紀，福田裕毅，秦 安史，干川 裕（中央水試），池田秀樹，荒

川 純（北海道） 平成26年度日本水産学会春季大会講演要旨集，194，2014.3

加工利用部門

麻痺性貝毒減毒期におけるホタテガイ中腸腺の毒組成変化について：三上加奈子，武田忠明，嶋田 宏（中央水試），

渡辺龍一（中央水研），鈴木俊之（中央水研） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，62，2013.9

ホッケ落とし身保存中のミオシン変性と架橋反応特性の変化：蛯谷幸司，菅原 玲，飯田訓之（中央水試），今野久仁

彦（北大院水） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，59，2013.9

ホタテ活貝の干出温度と活力維持について：武田忠明（中央水試），桜井 泉（東海大），前川公彦（サロマ養殖組合），

野澤尚範（北大院水） 平成25年度日本水産学会秋季大会講演要旨集，57，2013.9

石狩湾系ニシンについて：菅原 玲（中央水試） 試験研究は今 No746，2013.10

麻痺性貝毒減毒期におけるホタテガイ中腸腺の毒組成変化について：三上加奈子，武田忠明，嶋田 宏（中央水試），

渡辺龍一（中央水研），鈴木俊之（中央水研） 平成25年度水産利用関係研究開発推進会議 利用加工技術部会研究会

要旨集，62，2013.11

ホッケ冷蔵貯蔵中のミオシン変性と架橋反応特性の変化：蛯谷幸司，菅原 玲，飯田訓之（中央水試），今野久仁彦

（北大院水） 平成25年度水産利用関係研究開発推進会議 利用加工技術部会研究会要旨集，42，2013.11

Myosin denaturation and change of cross−linked reaction properties in Arabesque greening during cold storage :

Kohji Ebitani, Akira Sugawara, Toshiyuki Iida（中央水試）and Kunihiko Konno（Hokkaido University）

2013 East Asia Fisheries Technologists Association（EAFTA）, 2013, 11
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ホタテガイの活力回復と生体内エネルギー成分の関係：武田忠明（中央水試），櫻井 泉（東海大），前川公彦（サロ

マ養殖組合），野澤尚範（北大院水） 平成26年度日本水産学会春季大会講演要旨集， 110，2014.3

道産ホッケの架橋反応特性に関する研究：蛯谷幸司，菅原 玲，飯田訓之（中央水試），今野久仁彦（北大院水）

平成26年度 日本水産学会春季大会講演要旨集，131，2014.3

水産物の新しい冷蔵システムの検証試験：菅原 玲（中央水試） 試験研究は今 No757，2014.3

新しい道産かまぼこ原料を目指して（食用として利用の少ない地域水産資源の有効活用）：蛯谷幸司（中央水試） 北

水試だより 88 （2014），20−23，2014.3

チヂミコンブの成分調査（資料）：小玉裕幸（中央水試），福士暁彦（釧路水試），合田浩朗（稚内水試），川井唯史（稚

内水試）北水試研究報告 84，57−61，2013.9

水産研究本部（中央水試）

これからの漁海況モニタリングと関係機関・学との連携：鳥澤 雅（中央水試），田添 伸（長崎県） 月刊海洋，45

（9），423−429，2013.9

雑海藻の駆除によるコンブ漁場の保全について：寺井 稔（中央水試） 平成25年度日本水産工学会春季シンポジウム

「北日本と極東ロシア水域のコンブ生産」において講演，2013.5

（企画調整部）

オホーツク海北海道沿岸で行われたケガニ標識放流試験（1964～2008）の概要（資料）：田中伸幸（網走水試），三原

栄次（稚内水試），三原行雄（水産研究本部） 北水試研報，85，47−57，2014.3

「平成25年度水産研究本部成果発表会」の開催：楠田 聡（水産研究本部） 北水試だより，87，26，2013.9

「平成25年度水産試験研究プラザ」の開催：楠田 聡（水産研究本部） 北水試だより，88，27，2014.3

道総研水産研究本部が新たに取り組む研究課題：坂本達彦（水産研究本部） 試験研究は今，734，2013.4

北部根室海峡におけるスルメイカの漁獲と水温環境：坂口健司（水産研究本部） 水産海洋研究，78，28−35，2014.2

北洋研究と海洋生態学 辻田時美（1913～2010）：吉田英雄（水産研究本部），齋藤誠一，桜井泰憲（北大院水） 水産

海洋研究，77（創立50周年記念特別号）18−22，2013.11

マツカワ研究チーム北海道科学技術賞を受賞：水産研究本部企画調整部（水産研究本部） 北水試だより，88，28，2014.3
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